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は
じ
め
に

　

斯
道
文
庫
に
は
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
で
あ
る
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
─

一
八
四
四
）
に
関
係
す
る
書
物
が
多
く
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
浜
野

知
三
郎
氏
の
蒐
集
に
よ
る
も
の
で
、
浜
野
氏
の
旧
蔵
書
が
斯
道
文
庫
へ
寄

贈
さ
れ
た
際
に
、
慊
堂
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
斯
道
文
庫
へ
入
っ
た1
。

浜
野
文
庫
が
寄
託
か
ら
寄
贈
と
な
っ
た
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、

斯
道
文
庫
の
設
立
二
十
周
年
記
念
と
あ
わ
せ
て
「
濱
野
文
庫
并
近
蒐
本
展

観
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
『
創
立
二
十
周
年
記
念 

濱
野
文
庫
并
近
蒐

本
展
観
書
目
録
』（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
、
一
九
八

〇
年
）
の
阿
部
隆
一
氏
に
よ
る
序
文
「
濱
野
文
庫
に
つ
い
て
」
は
、
慊
堂

の
旧
蔵
書
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
圧
巻
は
、
江
戸
後
期
佐
藤
一
斎
と
並
び
称
さ
れ
た
鴻
儒
松
崎
慊

堂
の
自
筆
校
本
・
書
入
本
・
手
鈔
本
・
手
沢
本
な
ど
が
一
堂
に
会
し

て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
浜
野
氏
が
偶
然
の
奇
縁
か
ら
慊
堂
の
子
孫

か
ら
一
括
購
得
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。
慊
堂
の
稿
本
は
そ
の
「
慊

堂
日
暦
」
や
雑
稿
等
の
一
部
が
静
嘉
堂
文
庫
に
儲
さ
れ
る
の
み
で
、

そ
れ
を
除
い
て
は
慊
堂
の
遺
書
は
殆
ど
こ
の
文
庫
の
有
に
帰
し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。

松
崎
慊
堂
校
刊
影
宋
本
『
爾
雅
』
に
つ
い
て

矢
島　

明
希
子
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松
崎
慊
堂
は
江
戸
後
期
に
掛
川
藩
に
仕
え
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

に
致
仕
し
た
。
そ
の
後
は
目
黒
羽
沢
村
に
石
経
山
房
と
呼
ば
れ
る
山
荘
を

開
き
、
自
身
の
学
問
と
子
弟
の
教
育
に
努
め
た2
。
羽
沢
に
移
っ
て
か
ら
の

慊
堂
は
、
そ
れ
ま
で
修
め
て
き
た
朱
子
学
か
ら
転
じ
て
考
証
学
に
傾
倒
し

た
。
弟
子
の
塩
谷
宕
陰
が
著
し
た
「
慊
堂
松
崎
先
生
行
述
」
に
は
「
吾
志

於
復
古
、
得
之
棭
斎
爲
多
」
と
述
べ
た
と
さ
れ3
、
そ
の
転
向
に
は
狩
谷
棭

斎
（
一
七
七
五
─

一
八
三
五
）
と
の
交
遊
が
強
く
影
響
し
た
と
い
う
。

　

棭
斎
は
、
市
井
に
あ
っ
て
ま
ず
は
国
学
を
修
め
た
が
、
後
に
金
石
学
や

考
証
学
へ
と
そ
の
学
問
を
展
開
さ
せ
、
善
本
の
蒐
集
と
古
典
籍
の
整
理
・

研
究
に
尽
力
し
た
。
慊
堂
は
、
棭
斎
の
墓
闕
銘
を
撰
し
て
次
の
よ
う
に
称

揚
し
て
い
る
。

初
余
讀
書
都
下
。
始
識
翁
於
市
野
迷
庵
之
處
。
翁
少
於
余
四
歳
、
聡

慧
絶
倫
、
發
言
簡
妙
。
咸
中
肯
綮
。
心
竊
異
其
為
人
。
既
而
問
其
所

學
、
則
該
覧
博
綜
、
於
書
無
所
不
窺
。
自
是
以
来
、
交
誼
漸
深
、
此

往
彼
來
。
或
詰
難
經
義
、
或
商
榷
古
今
。
反
覆
推
究
、
有
連
日
夕
弗

休
者
。
益
知
涯
涘
之
無
窮
矣4
。

　

慊
堂
が
「
則
該
覧
博
綜
、
於
書
無
所
不
窺
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
棭
斎

の
貪
欲
な
善
本
蒐
集
と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
古
典
籍
の
校
訂
が
、
非
常
に

精
緻
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
伝
存
す
る
諸
々
の
書
入
れ
本
か
ら
う
か

が
え
る
。『
慊
堂
日
暦
』（
以
下
、『
日
暦
』）
に
書
き
留
め
ら
れ
た
両
者
の

交
流
は
、
主
に
書
物
と
酒
杯
を
中
心
に
展
開
す
る
。
例
え
ば
、
文
政
九
年

一
月
二
十
二
日
の
条
に
「
故
佐
倉
大
守
の
小
祥
、
日
輪
墓
に
赴
き
、
斎
を

食
す
。
ま
た
芳
洲
公
子
（
細
川
芳
洲
）
を
訪
い
小
飲
す
。
相
携
え
て
晁
公

寺
に
入
り
、
大
酔
す
。
帰
路
に
棭
翁
が
求
古
楼
下
に
宿
す
。
酔
は
覚
め
て

古
書
四
巻
を
読
め
ば
、
す
な
わ
ち
暁
柝
は
七
鳴
す5
」
と
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。

　

も
う
一
人
、
慊
堂
の
考
証
学
や
文
字
学
へ
の
関
心
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
さ
れ
る
人
物
に
、
漢
詩
人
の
山
梨
稲
川
（
一
七
七
一
─

一
八
二
六
）

が
い
る
。
慊
堂
は
稲
川
の
死
の
直
後
、『
日
暦
』
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

七
月
六
日
の
条
に
「
余
は
玄
度
と
相
知
聞
す
る
こ
と
二
十
四
五
年
。
丙
子

の
歳
六
月
、
始
め
て
こ
れ
を
駿
の
稲
川
に
訪
い
、
と
も
に
出
で
て
久
能
大

廟
に
謁
し
、
明
け
て
三
保
に
游
び
、
駿
府
に
宿
す
」
と
記
し
て
い
る
。
知

り
合
っ
て
二
十
四
、
五
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慊
堂
が
掛
川
藩
に
出
仕
し

て
い
た
時
期
に
す
で
に
知
り
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
稲
川
は
特
に
音

韻
学
に
優
れ
、
慊
堂
が
撰
述
し
た
墓
銘
に
は
、

聞
本
居
宣
長
之
徒
論
皇
國
古
音
、
恍
惚
有
悟
。
於
是
鑽
究
廣
韻
、
以



─ 85 ─

溯
漢
秦
三
代
。
曰
、
三
代
之
音
正
也
。
秦
都
雍
、
雍
音
也
。
漢
起
豐

沛
、
多
楚
音
。
以
及
三
國
六
朝
、
大
槩
皆
方
音
。
非
正
音
也
。
音
韻

正
而
古
書
始
可
讀
也
。
…
…
六
經
百
家
語
、
出
於
秦
以
前
者
、
皆
古

文
也
。
唐
宋
以
下
、
不
目
睹
古
文
、
其
說
多
妄
。
說
文
、
說
古
文
者

也
。
古
文
、
六
書
也
。
古
小
學
、
惟
學
六
書
也6
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
書
を
読
む
に
は
正
し
い
古
音
で
読
む
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
『
説
文
解
字
』（
以
下
、『
説
文
』）
を
始
め
と
す
る
小
学

を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。『
説
文
』
を
重
視
し
た

の
は
棭
斎
も
同
様
で
、『
説
文
新
字
附
攷
』
等
の
著
作
が
あ
る
。
稲
川
と

棭
斎
は
慊
堂
を
通
じ
て
知
遇
を
得
、『
説
文
』
研
究
に
よ
っ
て
大
い
に
意

気
投
合
し
た
と
い
う7
。
こ
の
よ
う
な
志
か
ら
、
文
政
九
年
三
月
に
稲
川
は

著
書
『
文
緯
』
を
世
に
出
さ
ん
と
江
戸
に
出
遊
し
た
。
棭
斎
等
交
遊
の
あ

る
学
者
を
訪
問
し
て
過
ご
し
た
が
、
病
が
悪
化
し
、
同
年
七
月
六
日
に
志

を
遂
げ
る
こ
と
な
く
江
戸
で
没
し
た
。

　

慊
堂
に
は
棭
斎
や
稲
川
の
よ
う
な
『
説
文
』
に
関
す
る
著
作
は
な
い
が
、

『
日
暦
』
に
は
文
政
九
年
十
二
月
以
降
、『
説
文
』
を
読
む
記
述
が
散
見
さ

れ
る8
。

文
政
九
年
十
二
月
十
七
日

終
日
説
文
を
読
む
。
佐
倉
侯
は
双
鳧
を
与
う
。

同
年
十
二
月
二
十
日

子
の
舍
に
在
り
。
終
日
説
文
を
読
む
。

　

二
十
日
の
記
事
で
は
、
そ
の
後
に
段
玉
裁
注
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
時
、
段
注
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
十
年
に

は
棭
斎
と
と
も
に
『
説
文
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
政
十
年
六
月
二
十
八
日

晴
、
晩
陰
。
巳
刻
、
山
荘
に
入
る
。
棭
斎
来
り
書
を
校
す
る
こ
と
例

の
如
し
。
遂
に
宿
す
。

同
年
六
月
二
十
九
日

陰
。
と
も
に
説
文
を
読
む
。

　
こ
れ
以
降
、
慊
堂
の
『
説
文
』
会
読
は
『
日
暦
』
天
保
十
三
年
十
二
月
八

日
条
に
「（
村
山
）
月
汀
来
り
説
文
を
読
む
」
と
あ
る
ま
で
続
く9
。
斯
道

文
庫
に
は
、
天
保
八
年
及
び
十
年
か
ら
十
二
年
の
識
語
を
存
す
る
慊
堂
自

筆
書
入
本
『
説
文
解
字
』（〔
明
末
〕
刊　

毛
氏
汲
古
閣
覆
宋
本
、
ハ
〇
九
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Ｃ
・
二
─

二
三
・
八
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
該
本
の
第
七
篇
下
末
尾
に

藍
筆
で
記
さ
れ
た
「
庚
子
七
月
廿
八
日
讀
了
」
と
い
う
識
語
は
、『
日
暦
』

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
同
日
に
「
午
後
、
月
汀
来
り
、
説
文
第
七
篇

を
読
み
訖
る
」
と
あ
る
こ
と
に
一
致
す
る
。
墨
筆
細
字
の
書
入
は
欄
外
だ

け
で
な
く
行
間
に
及
び
、
校
読
の
精
密
さ
が
う
か
が
え
る11
。
こ
の
よ
う
に
、

慊
堂
の
『
説
文
』
校
読
に
つ
い
て
は
、『
日
暦
』
や
現
存
す
る
諸
本
か
ら

た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
江
戸
後
期
の
考
証
学
に
関
す
る
研
究
の
中
で
し
ば

し
ば
論
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る11
。

　

で
は
、『
説
文
』
同
様
、
経
書
を
読
む
た
め
の
辞
書
で
あ
る
『
爾
雅
』

に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
慊
堂
は
、
最
晩
年
に
当
た
る
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
に
景
宋
本
『
爾
雅
』、
そ
し
て
『
爾
雅
』
を
含
む
縮
刻
唐
開

成
石
経
を
刊
行
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
試
み
に
慊
堂
の
『
爾
雅
』
校
訂

と
刊
行
の
経
緯
を
た
ど
り
、
斯
道
文
庫
所
蔵
の
慊
堂
校
刊
『
爾
雅
』
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

一
、『
爾
雅
』
校
訂

　

ま
ず
、『
日
暦
』
に
よ
っ
て
慊
堂
の
『
爾
雅
』
校
訂
を
た
ど
る
。『
日
暦
』

で
最
初
に
『
爾
雅
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
は
、
文
政
九
年
九
月

で
あ
る
。

○
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

九
月
九
日

（
六
日
に
狩
谷
棭
斎
と
西
遊
へ
出
発
し
、
八
日
に
箱
根
宮
之
下
の
藤

屋
に
投
宿
す
る
）
雨
ま
す
ま
す
大
。
棭
翁
と
爾
雅
を
訂
正
す
。
新
聞

す
る
こ
と
極
め
て
多
し
。（
中
略
）〈
業
を
罷
め
、
酔
中
に
戯
れ
に
爾

雅
の
語
を
集
む
。〉

　

二
人
は
翌
十
日
に
棭
斎
が
著
し
た
「
和
名
抄
訂
本
」
を
校
正
し
て
お
り
、

と
も
に
書
物
を
携
え
て
の
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
日

校
訂
し
た
『
爾
雅
』
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
棭
斎

は
こ
れ
以
前
に
明
刻
経
注
本
や
経
典
釈
文
・
鄭
樵
注
本
等
に
よ
っ
て
『
爾

雅
註
疏
』
を
校
訂
し
て
お
り11
、「
新
聞
す
る
こ
と
極
め
て
多
し
」
と
は
、

そ
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

正
月
十
五
日

晴
、
温
。
爾
雅
を
校
す
。（
保
科
）
春
水
来
る
。
堀
田
子
（
順
兵
衛
）
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来
る
。
鯨
羹
を
造
っ
て
酒
を
す
す
む
。
お
の
お
の
梅
花
両
枝
を
送
り
、

携
え
去
る
。

六
月
三
十
日

佐
（
藤
泰
介
）・
丹
（
羽
怱
助
）
二
生
と
爾
雅
を
校
す
。
夜
間
、
風

雨
は
木
を
覆
し
草
を
摧
く
。

七
月
一
日

暁
起
す
れ
ば
風
雨
未
だ
や
ま
ず
。
池
上
の
梧
桐
一
株
は
北
撥
し
、
満

園
の
花
卉
は
大
半
傷
残
す
。
上
巳
、
雨
や
む
。
梧
を
起
こ
し
て
こ
れ

を
築
く
。
二
生
（
佐
藤
・
丹
羽
か
）
と
爾
雅
を
校
す
。

○
文
政
十
二
年
（
一
八
七
三
）

正
月
九
日

晴
。
丹
羽
生
は
爾
雅
を
校
し
お
わ
る
。

　

文
政
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
書
生
の
佐
藤
泰
介
と
丹
羽
怱
助

と
と
も
に
『
爾
雅
』
を
校
訂
し
て
い
る11
。
丹
羽
は
十
二
年
の
正
月
に
校
訂

を
終
え
て
い
る
が
、
佐
藤
の
首
尾
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。

　

こ
の
二
年
間
は
門
生
と
校
訂
を
行
っ
て
い
た
慊
堂
で
あ
る
が
、
翌
十
三

年
二
月
に
は
、
再
び
棭
斎
と
と
も
に
『
爾
雅
』
の
校
訂
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

○
文
政
十
三
年
（
一
八
七
三
）

二
月
六
日

（
前
日
の
晩
に
棭
斎
が
来
訪
）
晴
、
温
。
と
も
に
爾
雅
を
校
し
、
先

ず
宋
鈔
絵
図
本
を
読
む
。（
村
田
）
精
斎
来
り
宿
す
。

二
月
七
日

昨
の
如
し
。
午
前
、
絵
図
本
を
校
す
。
お
わ
っ
て
、
再
び
前
明
経
注

本
を
校
す
。

○
羽
倉
明
府
（
簡
堂
）
に
与
う11
。

復
白
す
。
野
本
生
が
帰
る
時
に
約
せ
ら
る
と
こ
ろ
の
諸
件
は
、
ま
さ

に
今
日
を
以
て
報
上
す
べ
し
。
只
棭
斎
と
人
事
を
絶
っ
て
十
日
の
全

力
を
以
て
一
書
を
校
定
せ
ん
こ
と
を
約
せ
り
。
よ
っ
て
書
巻
を
移
し

て
草
堂
に
入
れ
り
。
今
す
で
に
三
日
、
晨
夕
に
矻
矻
と
し
て
、
丹
黄

は
手
に
在
り
、
故
を
以
て
未
だ
上
答
す
る
こ
と
能
わ
ず
。（
中
略
）

な
お
未
だ
安
ん
ぜ
る
と
こ
ろ
あ
り
、
校
書
の
業
の
お
わ
る
を
待
ち
、

棭
斎
と
商
量
す
る
こ
と
一
般
、
以
て
往
き
て
貢
せ
ん
。
幸
い
に
旬
日

の
寛
仮
を
容ゆ
る

さ
れ
ん
こ
と
を
。

二
月
八
日

晴
。
古
明
本
爾
雅
を
読
む
。
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二
月
九
日

晴
、
温
。
浴
を
設
け
、
書
を
校
す
。（
中
略
）
盃
を
絶
ち
、
明
古
本

を
校
し
お
わ
る
。

二
月
十
日

晴
、
温
。
棭
斎
去
る
。

二
月
十
五
日

晴
、
温
。（
中
略
）
午
後
、
棭
斎
来
り
、
と
も
に
爾
雅
を
校
す
。
晩
、

小
楼
を
開
い
て
梅
を
観
る
。
月
ま
た
奇
に
し
て
、
蝕
は
左
下
に
お
こ

る
。
四
鼓
み
な
蝕
す
。
余
は
嘆
唶
し
て
曰
く
、
人
を
以
て
天
を
測
る

に
、
か
く
の
如
く
違
わ
ず
。
す
な
わ
ち
今
を
以
て
古
を
測
る
に
、
学

問
の
道
は
ま
さ
に
か
く
の
如
く
な
る
べ
し
と
。

二
月
十
六
日

晴
。
風
寒
し
。
朝
飯
し
、
大
聖
寺
に
入
り
、（
棭
斎
と
）
と
も
に
爾

雅
を
校
す
。

二
月
十
七
日

早
晴
。
大
聖
寺
に
入
り
、
校
勘
記
を
校
す
。
午
陰
る
。

二
月
十
八
日

早
雪
は
地
を
覆
う
こ
と
寸
余
。
校
勘
記
を
校
す
。

二
月
十
九
日

腹
瀉
の
た
め
に
楽
し
ま
ず
。
然
れ
ど
も
校
書
を
廃
せ
ず
、
飯
後
に
阮

校
本
を
お
わ
る
。

二
月
二
十
日

晴
、
寒
。
終
日
校
書
し
、
閩
本
を
お
わ
る
。
棭
翁
は
為
め
に
団す
っ
ぽ
ん魚
炙

を
設
く
。
そ
の
家
人
は
ま
た
鰻う
な
ぎ鱺

炙
を
饋
る
。
こ
の
夕
、
大
酔
す
。

二
月
二
十
一
日

晴
。
浴
を
設
く
。
浴
し
お
わ
っ
て
大
聖
寺
に
赴
き
、
万
暦
監
本
を
読

む
。
小
田
切
生
来
り
、
禁
を
破
っ
て
一
遇
す
。
村
山
生
来
る
。
夜
、

と
も
に
荘
に
帰
っ
て
小
酌
す
。

二
月
二
十
二
日

晴
、
寒
。
大
聖
寺
に
赴
き
、
万
暦
監
本
を
校
し
お
わ
る
。
ま
た
筒
井

子
（
平
右
衛
門
）
の
汲
古
閣
本
を
借
り
、
上
中
二
巻
を
校
す
。

二
月
二
十
三
日

晴
、
温
。
早
起
し
て
、
汲
古
下
巻
を
校
訂
し
終
え
る
。
棭
斎
と
出
で

て
陰
山
氏
を
よ
ぎ
り
、
小
酌
し
て
と
も
に
静
斎
に
赴
く
。
酒
を
設
け

て
抑
留
す
。
日
入
っ
て
高
輪
に
赴
き
、
某
氏
の
空
荘
を
観
る
。
出
で

て
泉
岳
寺
前
に
至
り
棭
翁
と
別
れ
、
陰
生
と
と
も
に
荘
に
帰
る
。

八
月
十
九
日

陰
。
こ
の
日
は
ま
さ
に
西
条
の
講
に
赴
く
べ
し
。（
中
略
）
故
あ
り
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て
講
を
休
み
赴
か
ず
、
終
日
爾
雅
疏
音
注
を
校
す
。
千
文
第
六
十
九

本
を
臨
す
。

　

こ
の
年
の
二
月
、
慊
堂
は
棭
斎
と
と
も
に
集
中
的
に
『
爾
雅
』
の
校
訂

を
行
っ
た
。
棭
斎
は
二
月
五
日
か
ら
慊
堂
宅
に
泊
ま
り
込
み
、
六
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
絵
図
鈔
本
を
校
訂
し
て
い
る
。
絵
図
鈔
本
と
は
『
経
籍
訪

古
志
』（
以
下
、『
訪
古
志
』）
に
「
爾
雅
音
圖
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
清

嘉
慶
六
年
刊
影
宋
鈔
絵
図
『
爾
雅
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
、
前
年
の
文

政
十
二
年
に
官
版
と
し
て
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
七
日
に
は
絵
図

鈔
本
を
終
え
、
明
経
注
本
の
校
訂
に
入
っ
て
い
る
。『
日
暦
』
で
は
七
日

に
「
前
明
経
注
本
」、
八
日
に
「
古
明
経
注
本
」、
九
日
に
「
明
古
本
」
と

あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
前
」・「
古
」
が
何
を
指
す
の
か
、
同
本
な
の
か
別
本

な
の
か
、『
日
暦
』
の
記
述
か
ら
は
判
然
と
し
な
い11
。

　

棭
斎
は
十
日
に
帰
宅
し
た
。
七
日
の
条
に
は
、
羽
倉
簡
堂
へ
の
伝
言
と

し
て
、
棭
斎
と
人
事
を
絶
っ
て
十
日
間
校
書
に
励
む
こ
と
を
約
束
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
六
日
に
校
書
を
始
め
た
と
す
る
と
、
必
ず
し
も
こ

の
約
束
通
り
に
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
五
日

に
棭
斎
が
再
び
慊
堂
を
訪
ね
て
二
十
三
日
に
別
れ
る
ま
で
、
途
中
来
客
へ

の
対
応
が
あ
る
も
の
の
、
当
時
下
豊
沢
村
（
現
在
の
渋
谷
付
近
）
に
あ
っ

た
大
聖
寺
に
籠
も
っ
て
爾
雅
諸
本
の
校
訂
が
行
わ
れ
た11
。
十
五
・
十
六
日

は
、
何
本
を
用
い
た
の
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
十
七
・
十
八
日
の
校
勘
記

は
、
十
九
日
に
阮
校
本
と
あ
る
阮
元
の
校
勘
記
と
推
測
さ
れ
る
。
二
十
日

は
閩
本
、
二
十
一
・
二
十
二
日
は
万
暦
監
本
、
二
十
二
・
二
十
三
日
に
汲

古
閣
刊
本
を
校
訂
し
、
散
会
し
た
。
六
日
に
宋
鈔
絵
図
本
を
用
い
て
校
訂

を
始
め
て
か
ら
、
中
断
を
挟
み
二
十
三
日
ま
で
、
十
一
日
間
の
う
ち
に
、

次
の
諸
本
を
棭
斎
と
二
人
で
校
訂
し
た
こ
と
に
な
る
。

宋
鈔
絵
図
本

前
明
経
注
本

古
明
経
注
本

明
古
本

校
勘
記

阮
校
本

閩
本

万
暦
監
本

汲
古
閣
本

　

こ
の
う
ち
に
は
同
本
と
思
し
き
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
慊
堂
と
棭
斎
の

校
訂
作
業
が
非
常
に
精
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
時
を
置
い
て
、
八
月
十
九
日
、
慊
堂
は
毎
旬
九
の
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日
に
行
な
っ
て
い
た
西
条
藩
の
講
義
を
休
み
、
終
日
爾
雅
疏
音
注
を
校
訂

し
て
過
ご
し
た
。

○
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

一
月
一
日

客
歳
十
二
月
十
六
日
、
天
保
と
改
元
す
。
晴
。
停
午
、
東
風
や
や
寒

し
。
早
起
し
て
餈
羹
を
進
め
、
諸
生
を
召
し
て
と
も
に
食
す
。
お
わ
っ

て
〈
七
席
〉、
堂
に
坐
し
て
納
拝
し
、
と
も
に
爾
雅
を
読
む
。
余
は

こ
こ
に
お
い
て
華
甲
一
周
し
、
環
っ
て
ま
た
始
ま
る
。
典
学
五
十
年
、

大
学
よ
り
し
て
入
る
、
故
に
実
際
な
し
。
今
よ
り
以
往
は
旧
日
の
過

を
補
い
、
以
て
こ
こ
に
従
事
せ
ん
。
す
な
わ
ち
王
柏
の
所
謂
倒
学
、

或
は
こ
れ
を
能
く
せ
ん
。
こ
れ
本
年
の
事
業
を
志
す
所
以
な
り
。

一
月
五
日

陰
。（
中
略
）
寒
き
こ
と
甚
だ
し
く
、
終
日
被
を
蒙
っ
て
臥
ず
。
爾

雅
を
読
む
こ
と
一
過
す
。

一
月
十
三
日

陰
り
且
つ
風
ふ
き
、
に
わ
か
に
寒
し
。（
中
略
）
巳
刻
、
宮
崎
平
大

夫
来
語
し
て
刻
を
移
し
、
酔
う
こ
と
甚
だ
し
。
被
を
蒙
っ
て
臥
養
し
、

昏
に
い
た
り
爾
雅
を
読
む
こ
と
一
周
す
。

一
月
二
十
二
日

晴
、
寒
。
午
前
、
寤
言
室
に
て
白
酔
し
、
爾
雅
を
読
め
ば
殊
に
妙
な
り
。

五
月
十
三
日

（
九
日
に
堀
田
汝
貽
お
よ
び
齋
藤
又
左
衛
門
と
山
荘
を
出
立
し
、
十
一

日
に
箱
根
宮
ノ
下
の
藤
屋
に
投
宿
。
十
二
日
よ
り
雨
）
飯
後
、
と
も
に

爾
雅
一
二
段
を
読
む
。
午
後
、
雨
や
む
。

　

こ
の
年
は
一
月
を
中
心
に
『
爾
雅
』
を
読
ん
で
い
る
。
還
暦
を
迎
え
た

慊
堂
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
を
振
り
返
り
、
そ
れ
が
空
虚
な
も
の
で
あ
っ

た
と
評
し
た
。
そ
し
て
、
経
典
の
文
献
批
判
的
研
究
に
没
頭
し
た
宋
の
王

柏
を
引
き
合
い
に
出
し
、
自
己
が
今
後
志
す
道
を
宣
言
し
た
。
そ
の
元
旦

に
諸
生
と
の
会
読
に
選
ん
だ
の
が
『
爾
雅
』
で
あ
り
、
慊
堂
の
関
心
が
強

く
小
学
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

○
天
保
三
年
（
一
八
三
一
）

正
月
一
日

晴
、
温
。
餈
羹
を
進
む
る
こ
と
例
の
如
し
。
生
徒
と
爾
雅
を
読
む
。

九
月
十
一
日

雨
。
熱
は
解
け
涕
は
収
ま
る
。
諸
生
と
爾
雅
二
板
を
読
み
、
校
字
を
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作
る
。

　

こ
の
年
も
、
前
年
と
同
様
、
元
旦
に
は
諸
生
と
『
爾
雅
』
を
読
ん
だ
。

ま
た
、
九
月
十
一
日
に
は
二
板
を
対
校
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
天
保
四
年
以
降
は
、『
爾
雅
』
諸
本
の
貸
し
借
り
や
、
後
述
す

る
縮
刻
石
経
本
刊
行
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
諸
生
と
爾
雅
の
校
読
を
し
た
と
い
う
記
述
は
、
天
保
七
年
ま
で
途
絶
え
る
。

○
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

二
月
二
十
四
日

（
前
日
の
暁
に
強
風
に
て
北
方
に
火
事
あ
り
）
ま
た
風
あ
り
。
北
方

に
火
あ
り
、
書
生
は
出
で
て
観
る
。
余
は
終
日
爾
雅
を
訂
す
。
ま
さ

に
晡
な
ら
ん
と
し
、
書
生
は
還
っ
て
云
う
、
小
石
川
町
高
松
主
殿
傍

の
松
下
伊
勢
守
の
邸
な
り
。
延
焼
す
る
こ
と
頗
る
広
し
。

二
月
二
十
五
日

晴
、
温
。
書
生
と
爾
雅
を
読
み
、
釈
詁
に
止
む
。
浴
を
設
く
。
浴
し

お
わ
っ
て
爾
雅
上
〈
一
巻
〉
を
校
訂
す
。
化
日
ま
た
暝く

る
。

二
月
二
十
六
日

晴
、
温
。
爾
雅
を
校
し
、
中
巻
を
尽
く
す
。
生
徒
の
講
を
聞
く
。
地

震
う
こ
と
頗
る
長
し
。

二
月
二
十
八
日

早
陰
、
辛
巳
、
午
晴
。
黒
雲
は
東
北
に
盪
摩
す
れ
ど
も
、
遂
に
雨
ふ

ら
ず
。
終
日
、
爾
雅
を
校
す
。

　

天
保
七
年
は
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
火
災
や
地
震

な
ど
の
災
害
の
中
、『
爾
雅
』
の
校
訂
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
上
中
下

の
三
巻
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
底
本
は
、
少
な
く
と
も

注
疏
本
で
は
な
く
経
注
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
に
、『
日
暦
』
に
見
え
る
慊
堂
の
『
爾
雅
』
校
訂
に
関
す
る
記
述

を
抽
出
し
た
。
校
訂
に
用
い
た
本
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
、
明
記

さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
が
、
文
政
十
三
年
二
月
に
棭
斎
と
行
っ
た
校
訂
事

業
は
、
何
本
を
用
い
た
の
か
を
記
し
、「
人
事
を
絶
っ
て
」
行
う
大
事
業

で
あ
っ
た
。
こ
の
後
は
再
び
刊
行
事
業
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
天
保

十
四
年
十
月
に
は
校
譌
を
審
定
し
て
い
る
。
校
譌
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
、『
爾
雅
』
刊
行
―
縮
刻
石
経
本
と
影
宋
本

　

慊
堂
の
善
本
翻
刻
事
業
は
、
晩
年
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
天
保
十
三
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年
、
幕
府
が
十
万
石
以
上
の
諸
侯
に
大
部
の
書
を
出
版
す
る
よ
う
命
じ
た

際
に
、
慊
堂
は
官
刻
す
べ
き
書
物
に
つ
い
て
説
い
た
意
見
書
を
提
出
し
た
。

こ
の
意
見
書
の
中
で
慊
堂
は
、
明
版
に
は
誤
字
が
多
く
、
質
が
落
ち
る
こ

と
を
嘆
き
、
山
井
崑
崙
の
『
七
経
孟
子
攷
文
』
を
例
に
挙
げ
、
こ
れ
と
同

様
に
善
本
に
よ
っ
て
諸
書
を
校
勘
し
刊
行
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る11
。

さ
ら
に
慊
堂
は
、
具
体
的
な
書
目
に
つ
い
て
現
行
本
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

官
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
底
本
と
す
べ
き
宋
元
版
や
旧
鈔
本
等
を
示
し
た11
。

こ
れ
ら
の
刊
行
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
い
か
に
慊
堂
が
善
本
の
刊
行
に

情
熱
を
傾
け
て
い
た
か
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

慊
堂
が
自
身
の
善
本
翻
刻
事
業
と
し
て
縮
刻
唐
開
成
石
経
刊
行
に
着
手

し
た
の
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
以
前
の
天
保
五
年
の
春
頃
と
さ
れ
る
。

石
経
の
テ
キ
ス
ト
を
宋
版
や
古
鈔
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
、
掛
川
侯
や
佐
倉

侯
等
の
援
助
を
得
て
十
二
経
と
五
経
文
字
・
九
経
字
様
の
開
板
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
斯
道
文
庫
は
、
そ
の
縮
刻
石
経
所
収
本
及
び
複
数
の
影
宋
本
『
爾

雅
』
を
蔵
し
て
い
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
に
つ
い
て
、
斯
道
文
庫
本

に
よ
っ
て
検
討
し
た
い
。

Ⅰ
．縮
刻
唐
開
成
石
経
所
収
本

爾
雅
三
卷　
　
　
　
　
　
　
　

大
一
册
（
ハ
〇
九
Ｃ
・
七
─

一
・
四
一
）

闕
名
撰　
〔
松
崎
慊
堂
〕
校

〔
天
保
十
五
年
跋
〕
刊
（〔
江
戸 

松
崎
氏
石
經
山
房
〕） 

掛
川
藩
德
造
書
院
舊
藏

香
色
表
紙
（
二
十
八
・
八
×
二
十
・
六
糎
）、
題
簽
剥
落
、
緑
色
包
角
、

五
針
眼
綴
。

郭
璞
「
爾
雅
序
」
あ
り
。

序
末
行
に
接
し
て
本
文
巻
首
「
爾
雅
巻
上
（
隔
九
格
）
郭
璞
注
／
（
低
一

格
）
釋
詁
第
一
（
隔
八
格
）
釋
言
第
二
／
（
低
一
格
）
釋
訓
第
三
（
隔
八

格
）
釋
親
第
四
／
釋
詁
第
一
／
初
哉
首
肈
祖
元
胎
俶
落
權
輿
始
也
林
烝
天

帝
皇
」。

四
周
単
辺
（
二
十
一
・
八
×
十
五
・
二
糎
）、
毎
半
葉
八
行
十
九
字
、
字

傍
に
圏
点
あ
り
。

版
心
白
口
単
黒
魚
尾
。

尾
題
「
爾
雅
巻
上
（
中
・
下
）」。

印
記
：
序
題
下
に
単
辺
長
方
形
陽
刻
「
益
城
松
崎
／
明
復
審
定
」
朱
印
記

あ
り
、
序
首
に
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
徳
造
書
院
」
楷
書
朱
印
記
（
掛
川
藩

校
）、
単
辺
長
方
形
陽
刻
「
含
雪
亭
藏
」
朱
印
記
、
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
夫

（
矢
？
）
部
氏
藏
」
隷
書
朱
印
記
、
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
濱
野
文
庫
」
楷
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書
朱
印
記
、
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
麻
生
文
庫
」
楷
書
朱
印
記
あ
り
。

　

該
本
は
掛
川
藩
校
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
縮
刻
石
経
刊
行
に
際
し
て
、
慊

堂
に
縁
の
あ
る
諸
侯
が
刻
費
を
負
担
し
た
。
慊
堂
が
以
前
に
仕
え
て
い
た

掛
川
藩
太
田
侯
も
そ
の
出
資
者
の
一
人
で
あ
る
。

　

慊
堂
刊
縮
刻
石
経
の
特
徴
は
、
石
経
の
テ
キ
ス
ト
に
校
訂
を
加
え
、
校

字
に
傍
点
を
附
す
点
に
あ
る
。『
日
暦
』
に
は
天
保
五
年
頃
よ
り
、
縮
刻

石
経
の
刊
行
に
関
わ
る
記
事
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
概
要

は
、
高
橋
美
章
「
松
崎
慊
堂
の
開
成
石
経
縮
刻
に
就
き
て
」（『
支
那
学
』

第
二
巻
第
一
号
、
一
九
二
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

慊
堂
は
、
縮
刻
石
経
の
『
周
易
』
の
冒
頭
に
「
縮
刻
唐
石
經
例
言
」
を
掲

げ
、
校
訂
及
び
加
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る11
。

一
開
成
石
經
之
刻
（
中
略
）
其
殘
闕
剥
落
處
、
則
宋
本
最
古
且
確
者
補
入
、

施
點
右
旁
以
別
之
。

一
石
經
雖
最
古
可
貴
、
時
訛
謬
（
中
略
）
石
經
誤
脱
無
疑
者
、
從
諸
善
本

而
改
補
之
。
疑
不
能
決
及
後
儒
考
證
確
不
可
易
而
無
別
本
可
據
正
者
、

姑
從
原
本
並
發
圈
左
旁
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
摩
滅
等
で
石
経
の
文
字
が
判
読
不
能
と
な
り
宋
本
等
か

ら
補
っ
た
場
合
に
は
右
側
に
傍
点
を
附
し
、
石
経
の
文
字
に
明
ら
か
な
誤

脱
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
他
の
善
本
か
ら
補
う
が
、
疑
わ
し
い
も
の
の
、

確
証
が
得
ら
れ
な
い
文
字
は
ひ
と
ま
ず
原
本
に
従
い
、
左
側
に
圏
点
を
加

え
た
と
す
る11
。
吉
田
篤
志
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
方
針
は
、

石
経
元
来
の
テ
キ
ス
ト
へ
近
づ
こ
う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
か
つ
石
経
と

諸
本
と
の
異
同
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る11
。

　

天
保
五
年
以
降
、『
日
暦
』
に
は
縮
刻
石
経
に
関
し
て
慊
堂
と
彫
工
と

思
し
き
人
々
と
の
や
り
と
り
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

天
保
五
年
二
月
二
十
四
日

晴
、
西
北
風
。
宮
田
定
七
〈
敬
輔
〉
来
り
、
爾
雅
の
こ
と
を
嘱
す
。

同
年
八
月
二
十
九
日

晴
、
浴
を
設
く
。
宮
田
敬
輔
来
り
、
爾
雅
の
板
を
補
う
。
西
条
侯
は

病
疾
を
以
て
講
を
辞
す
。
晩
、
佐
倉
に
赴
き
凡
斎
に
宿
す
。

天
保
六
年
閏
七
月
二
十
八
日

晴
朗
に
て
甚
だ
適
す
。（
中
略
）
田
口
漢
助
来
り
、
爾
雅
の
釘
句
を
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属
す
。

天
保
七
年
十
二
月
二
十
九
日

（
前
略
）
夜
、
河
瀬
生
・
宮
田
彫
工
来
り
、
お
の
お
の
刀
価
・
筆
価

を
求
む
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
縮
刻
石
経
が
次
第
に
完
成
し
て
い
く
様
子
が
う

か
が
え
る
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
天
保
十
五
年
の
慊
堂
の
死
後
で

あ
っ
た11
。

Ⅱ
．影
宋
本
爾
雅

Ａ
．有
仁
館
旧
蔵
本
【
図
１
】

爾
雅
（
外
題
影
宋
本
爾
雅
）
三
卷 

附
音
釋
三
卷
校
譌
一
卷 
大
一
册

 

（
ハ
〇
九
Ｃ
・
七
─

四
・
一
）

〔
晉
〕
郭
璞
注　

松
崎
〔
慊
堂
〕（
復
）
校

天
保
十
五
年
跋
刊
（
江
戸 

松
崎
氏
石
經
山
房
）　

覆
狩
谷
棭
齋
令
摸

抄
宋
本

有
仁
館
舊
藏

淡
茶
色
表
紙
（
二
十
六
・
〇
×
十
八
・
二
糎
）、
左
肩
に
刷
題
簽
「
影
宋

本
爾
雅　
　
　
　
　
〈
完
〉」
を
貼
付
、
緑
色
包
角
あ
り
。

封
面
表
「
景
宋
本
爾
雅
」（
篆
書
）、
裏
「
羽
澤
石
經
山
房
刻
梓
」（
隷
書
）。

郭
璞
「
爾
雅
序
」
あ
り
（
一
張
）。

本
文
巻
首
「
爾
雅
上
／
（
低
八
格
）
郭
璞
注
／
（
低
二
格
）
釋
詁
第
一
（
隔

四
格
）
釋
言
第
二
／
（
低
二
格
）
釋
訓
第
三
（
隔
四
格
）
釋
親
第
四
／
釋

詁
第
一
／
初
哉
首
基
肈
祖
元
胎
俶
落
權
輿
始
也
（
以
下
注
小
字
双
行
）」

左
右
双
辺
（
二
十
一
・
六
×
十
四
・
四
糎
）、
有
界
、
毎
半
葉
十
行
二
十
字
、

注
小
字
双
行
（
行
三
十
字
）、
字
傍
に
校
点
「
・
」
あ
り
。

版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
下
辺
に
刻
工
名
あ
り
（
江
通
・
陳
忠
・
施
蕩
・
洪

先
・
胡
端
・
心
・
朱
諒
・
洪
茂
・
施
章
・
陳
高
・
劉
昭
・
朱
因
・
方
成
・

洪
乗
・
陳
眞
・
洪
新
・
毛
涓
・
陳
才
・
楊
瑜
・
朱
章
・
呉
宗
・
王
允
）。

尾
題
「
爾
雅
上
（
中
・
下
）」、
毎
巻
尾
題
下
に
隔
四
格
し
て
経
注
字
数
あ
り
。

毎
巻
尾
題
後
に
改
張
し
て
「
爾
雅
音
釋
」
あ
り
。

末
尾
に
「
挍
譌
」
あ
り
（
五
張
）。

「
挍
譌
」
に
接
行
し
て
跋
文
あ
り
。

此
本
係
北
宋
仁
宗
時
刻
版
、
南
宋
髙
宗
時
補
刊
。
敬
驚
弘
殷
匡
胤
玄
朗
恒
楨
貞
禎

徵
等
字
、
皆
缼
筆
。
其
係
補
刊

者
、
版
心
各
有
重
刊
重
開
記
。
又
桓
遘
二
字
缼
筆
、
餘
溝

購
等
字
及
桓
字
、
係
原
刻
者
皆
不
缼
筆
、
此
可
證
也
。

 

原
本
京
師
大
醫
某
君
所
藏
、
亡

友
狩
谷
卿
雲
借
鈔
極
精
。
余
病
有
宋
以
來
此
經
滅
裂
、
欲
訂
一
本
以
貽
後

學
、
顧
世
無
善
本
。
忽
睹
是
本
、
急
請
卿
雲
獲
之
入
刻
、
有
年
所
未
敢
出
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以
問
世
者
、
猶
恐
其
有
訛
脱
也
。
後
又
得
室
町
氏
時
翻
刻
大
字
本
、
蓋
所

謂
蜀
本
也
。 
毎
半
葉
八
行
行
十
六

字
注
雙
行
行
廿
一
字 

詳
攷
其
體
貌
、
蓋
與
是
本
後
先
所
刻
、
亦

有
南
宋
孝
宗
時
補
刊
。 

帝
諱
缼
筆
、
皆
與
是
本
同
。
其
係
補
刊
者
、
桓
遘
愼
三
字
皆

缼
筆
、
餘
溝
購
等
字
及
桓
愼
二
字
、
係
原
刻
者
、
亦
不
缼
筆
。 

其

字
豐
肥
、
雖
異
是
本
之
謹
肅
、
至
其
源
流
實
同
、
故
據
以
訂
正
、
參
以
元

明
諸
本
、
其
訂
正
異
同
處
、
旁
施
黒
點
、
仍
作
挍
譌
附
末
簡
。
庶
存
是
本

之
舊
使
讀
者
兼
知
二
本
之
異
同
也
。
是
本
毎
巻
末
有
音
釋
、
不
審
誰
氏
所

作
。 

案
、
晁
公
武
讀
書
志
曰
、
爾
雅
有
釋
知
騫
及
陸
朗
釋
文
、
毋
昭
裔
以
一
字
有
兩
音
、
或
三
音
、

後
學
生
疑
於
呼
讀
、
釋
其
文
義
最
明
者
爲
定
。
有
爾
雅
音
略
三
巻
、
今
此
音
釋
雖
零
星
數
紙
、

亦
分
爲
三
巻
。
或
係
音
略
舊
本
歟
。
但
毋
昭
裔
乃
孟
蜀
宰
相
、

而
大
字
本
不
載
是
音
、
則
大
字
本
亦
第
宋
本
、
而
非
蜀
本
也
歟
。 

大
字
本
所
不
載
、
但
元
明

諸
注
䟽
本
及
無
名
氏
本
皆
收
之
。
繪
圖
本
亦
取
、
附
經
文
各
處
下
、
頗
有

異
同
。
因
取
各
本
訂
正
、
以
次
合
附
巻
末
、
所
以
便
于
檢
閲
也
。
若
夫
結

字
點
畫
不
正
者
、
余
自
有
訂
定
經
本
在
、
故
一
依
是
本
之
舊
。
云
天
保
甲

辰
春
月
益
城
松
﨑
復
識
、
時
年
七
十
有
四
。

昔
、
謀
此
刻
時
、
沼
田
藩
士
堀
田
筠
庭
〈
光
長
〉
縮
其
俸
金
、
一
鎰
所

資
、
故
是
刻
不
踰
時
而
成
。
顧
太
樸
不
可
即
用
、
挍
以
十
餘
本
。
予
性

寛
緩
、
卒
業
太
晩
、
久
曠
筠
庭
之
髙
誼
。
又
吾
七
十
以
後
衰
病
、
相
仍

學
子
渡
邊
〈
魯
〉
山
井
〈
璞
〉
出
入
持
養
、
無
所
不
至
小
間
、
則
侍
筆

此
挍
、
所
載
如
段
〈
玉
〉
裁
阮
元
郝
懿
行
諸
説
、
皆
其
所
録
入
。
其
功

兩
不
可
忘
、
因
得
連
綴
而
書
。
復
又
識
。（
句
読
点
は
筆
者
）

印
記
：
封
面
表
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
有
仁
館
／
藏
書
印
」
朱
印
記
、
単
辺

円
形
陽
刻
「
□
川
」
小
朱
印
記
あ
り
。

　

慊
堂
の
跋
文
に
よ
る
と
、
京
都
の
医
師
所
蔵
宋
版
を
狩
谷
棭
斎
が
精
写

し
た
本
を
慊
堂
が
蜀
本
や
元
明
の
諸
本
と
校
勘
し
、
末
尾
に
校
譌
を
付
し

て
覆
刻
し
た
も
の
と
す
る
。
底
本
と
な
っ
た
宋
版
は
、『
訪
古
志
』
に
「
崇

蘭
館
蔵
」
と
さ
れ
る
一
本
で
、『
訪
古
志
』
で
も
闕
筆
を
根
拠
に
、
底
本

の
刊
行
時
期
を
北
宋
仁
宗
時
刻
、
南
宋
高
宗
二
補
刊
と
し
て
い
る
。
斯
道

文
庫
所
蔵
の
校
譌
草
稿
（
ハ
〇
九
Ｃ
・
一
─

二
一
・
一
）
で
は
、
補
刻
及

び
闕
筆
の
情
況
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
【
図
２
】。

宋
本
爾
雅
校
譌

此
本
、
係
北
宋
仁
宗
時
刻
版
、
南
宋
髙
宗
時
補
刊
。 

巻
上
、
四
板
十
二
板
十
三

板
十
五
板
。
巻
中
、
二

板
三
板
六
板
七
板
十
板
十
二
板
十
六
板
。
巻
下
、
一
板
二
板
三
板
八
板
九
板

十
一
板
十
二
板
十
四
板
廿
板
。
版
心
各
有
重
刊
重
開
等
記
。
餘
皆
原
刻
。

 

故
翼
祖
諱
敬
、 

嫌
名

驚
。 

宣
祖
諱
弘
殷
、
太
祖
諱
匡
胤
、 

舊
名
玄
朗
。 

眞
宗
諱
恒
、
仁
宗
諱

楨
、 

嫌
名
貞

禎
徴
。 

皆
缺
筆
。
英
宗
父
濮
安
懿
王
允
讓
、
英
宗
諱
曙
、 

舊
名
宗

實
。

 

神

宗
諱
頊
、
倶
不
闕
筆
。
欽
宗
諱
桓
、
補
刻
時
修
改
。
髙
宗
諱
構
、
凡
从

冓
字
、
遘
溝
購
皆
缺
筆
、
是
本
皆
不
缺
筆
、
但
係
重
刊
處
、
缺
遘
字
中

一
筆
。
餘
溝
購
等
字
係
原
刻
者
、
及
孝
宗
諱
眘
、 嫌
名
慎

眞
。

 

光
宗
諱
惇
、 



─ 96 ─

嫌
名

敦
。 

皆
不
缺
筆
。（
句
点
は
筆
者
）

こ
の
鑑
定
に
対
し
て
、
斯
道
文
庫
編
『
創
立
二
十
周
年
記
年　

濱
野
文
庫

并
近
蒐
本
展
観
書
目
録
』
の
解
題
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
本
の
底
本
と
な
っ
た
崇
蘭
館
蔵
本
は
現
在
亡
失
せ
る
か
否
か
行

方
を
知
ら
ぬ
が
、
補
刻
の
な
い
同
版
本
が
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
樓
に
蔵
さ

れ
、
現
在
北
京
図
書
館
の
有
に
帰
し
、
四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
て
い

る
。
本
版
を
当
時
慊
堂
等
は
北
宋
仁
宗
時
刊
南
宋
高
宗
時
修
と
審
定

し
た
が
、
実
は
南
宋
紹
興
年
間
刊
南
宋
前
期
修
と
鑑
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
解
題
で
は
南
宋
刊
本
と
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
原
刻
本

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
現
在
の
国
家
図
書
館
蔵
本
を
影
印
し
た
中
華
再
造
善

本
の
『
中
華
再
造
善
本
總
目
提
要
』（
唐
宋
編
）
は
、
北
宋
の
名
諱
・
廟

諱
を
避
け
る
の
は
南
宋
初
期
の
習
慣
で
あ
り
、
南
宋
高
宗
趙
構
の
嫌
名
は

厳
重
に
避
け
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
孝
宗
の
「
慎
」
は
避
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
高
宗
期
の
刊
行
と
す
る
。
ま
た
、
紹
興
年
間
に
杭
州
で
活

動
し
た
刻
工
の
名
が
見
ら
れ
る
た
め
、
南
宋
初
期
杭
州
刊
本
と
鑑
定
し
て

い
る11
。

　

高
宗
の
諱
「
構
」
に
関
し
て
慊
堂
は
、
重
刻
張
で
は
「
遘
」
が
闕
筆
す

る
も
の
の
、
原
刻
張
で
は
「
溝
」
や
「
購
」
は
避
け
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
高
宗
期
の
重
刊
と
し
た
が
、
原
刻
と
さ
れ
る
国
家
図
書
館
本
も
「
遘
」

や
「
彀
」
は
一
画
闕
い
て
い
る
た
め11
、「
構
」
の
闕
筆
は
重
刻
張
で
あ
る

と
い
う
慊
堂
の
説
は
覆
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
ま
ず
、
本
稿
で
は
『
濱
野

文
庫
并
近
蒐
本
展
観
書
目
録
』
及
び
『
中
華
再
造
善
本
總
目
提
要
』
に
従

い
、
南
宋
初
期
刊
と
見
た
い11
。

　

慊
堂
影
宋
本
は
、
版
心
に
「
重
刋
」
や
工
名
の
異
同
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

底
本
に
補
刻
張
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、
国
家
図

書
館
本
で
は
巻
上
第
十
二
張
に
「
施
章
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
慊
堂
影
宋

本
で
は
「
胡
端
重
開
」
に
作
っ
て
い
る
。
阿
部
隆
一
氏
「
宋
元
版
刻
工
名

表11
」
を
参
照
す
る
と
、
施
章
の
名
は
紹
興
刊
『
文
選
』（
足
利
・
北
京
〈
潘

録
〉
宋
修
補
刻
張
・
東
洋
補
刻
張
）・
紹
興
十
九
年
跋
刊
『
徐
公
文
集
』（
大

倉
）・
孝
宗
朝
刊
『
尚
書
正
義
（
単
疏
本
）』（
書
陵
）
に
見
え
る
。
一
方
、

胡
端
の
名
も
紹
興
刊
『
文
選
』（
東
洋
補
刻
張
）
に
見
え
る
。
巻
中
第
三

張
で
は
「
江
通
」
が
「
刘
昭
重
刋
」
と
な
っ
て
お
り
、
江
通
は
紹
興
刊
『
文

選
』（
足
利
）・
南
宋
初
刊
宋
元
明
修
『
資
治
通
鑑
目
録
』（
中
央
・
四
部

叢
）・
南
宋
初
刊
南
宋
前
期
修
『
史
記
』（
語
言
）・
紹
興
初
刊
『
新
唐
書
』

（
静
嘉
）
に
見
え
る
。
劉
昭
は
南
宋
孝
宗
頃
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊
宋
元
逓
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修
『
尚
書
正
義
』（
足
利
）・
紹
煕
三
年
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊
宋
修
『
礼
記

正
義
』（
同
前
）・
南
宋
孝
宗
頃
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊
宋
元
明
逓
修
『
周
礼

疏
』（
故
宮
）・
宋
理
宗
間
浙
刊
『
古
史
』（
同
前
）
等
に
見
え
る
。
二
例

と
も
に
、
原
刻
刻
工
と
補
刻
刻
工
の
間
に
は
大
き
な
時
間
的
隔
た
り
が
な

い
こ
と
か
ら
、
慊
堂
影
宋
本
の
底
本
は
南
宋
高
宗
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
下
ら

な
い
南
宋
前
期
に
補
刻
さ
れ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

　

棭
斎
が
こ
の
本
を
摸
抄
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
森
鹿
三
氏
が
「
慊
堂
日

暦
に
見
ゆ
る
経
籍
」（『
史
林
』
第
二
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
）
の

中
で
触
れ
て
い
る
。
森
鹿
三
氏
は
、
棭
斎
が
京
都
の
福
井
家
崇
蘭
館
で
『
新

修
本
草
』
巻
十
五
を
摸
抄
し
た
の
が
天
保
三
年
の
西
遊
の
折
で
あ
っ
た
と

し11
、『
日
暦
』
の
天
保
三
年
閏
十
一
月
三
十
日
条
に
、
慊
堂
が
棭
斎
の
土

産
話
を
聞
い
て11
、

大
字
本
爾
雅
以
下
八
日
所

聞
、
石
川
影
抄　
　

伊
良
子
長
門
介
藏
覆
蜀
本
五
山
所
刻

　
　
　
　

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
棭
斎
摸
抄
本
は
こ
の
時
に
棭
斎
が
石
川
某
に

摸
抄
さ
せ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、「
大
字
本
」
と
は
通
常
蜀
本
を
指
し
、

直
後
に
「
覆
蜀
本
五
山
所
刻

　
　
　

」
と
あ
る
こ
と
、
慊
堂
が
影
宋
本
の
跋
文
で
「
後

又
得
室
町
氏
時
翻
刻
大
字
本
、
蓋
所
謂
蜀
本
也
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る

と
、『
日
暦
』
の
「
大
字
本
爾
雅
」
が
即
ち
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
杭
州

刊
本
を
指
す
と
す
る
に
は
躊
躇
わ
れ
る
。
棭
斎
は
、
こ
れ
以
前
の
文
政
四

年
（
一
八
二
一
）
四
月
に
も
崇
蘭
館
を
訪
問
し
て
い
る11
。
ま
た
、
慊
堂
の

跋
文
で
は
、
他
に
善
本
が
見
出
せ
ず
、
訛
誤
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
世
に

問
う
こ
と
を
見
送
っ
て
い
た
が
、
後
に
蜀
大
字
本
を
得
た
た
め
に
校
勘
が

可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
影
宋
本
の
底
本
は
蜀
大
字
本
以
前
に

摸
抄
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
瑞
枝
氏
は
、
文

政
か
ら
天
保
に
か
け
て
行
わ
れ
た
『
爾
雅
』
の
校
訂
は
、
棭
斎
が
摸
抄
し

た
影
抄
宋
本
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
い
る11
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
棭
斎
が
文

政
四
年
の
崇
蘭
館
訪
問
の
際
に
『
爾
雅
』
を
摸
抄
し
た
と
い
う
確
た
る
証

拠
は
見
出
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
日
暦
』
天
保
三
年
の
「
大
字
本
爾

雅
」
を
影
宋
本
の
底
本
と
す
る
説
に
は
首
肯
し
が
た
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、

影
宋
本
を
校
合
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
「
室
町
氏
時
翻
刻
大
字
本
、
蓋
所

謂
蜀
本
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

棭
斎
が
い
つ
崇
蘭
館
本
を
摸
抄
さ
せ
た
の
か
、
已
然
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

慊
堂
は
縮
刻
石
経
と
同
様
に
、
こ
の
本
に
校
勘
を
加
え
、
訂
正
し
た
箇
所

に
傍
点
を
施
し
、
末
尾
に
校
譌
を
附
し
た
。

　
『
日
暦
』
に
は
、
天
保
十
四
年
十
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、

弟
子
の
渡
邉
魯
輔
と
校
譌
を
審
定
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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十
月
十
三
日

晴
、
寒
さ
骨
を
驚
か
す
。（
中
略
）
魯
甫
と
爾
雅
校
譌
一
巻
を
定
む
。

十
月
十
五
日

晴
、
寒
。
こ
の
日
、
佐
倉
は
政
を
謝
し
、
相
公
は
小
川
町
賜
第
に
移

る
と
聞
く
。
魯
甫
と
爾
雅
を
定
め
釈
中
に
至
る
。

十
月
十
六
日

晴
、
寒
。（
中
略
）
午
餐
前
、
爾
雅
校
譌
を
定
め
訖
る
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
渡
邊
魯
輔
は
、
山
井
璞
輔
と
と
も
に
病
身
の
慊
堂
を

助
け
た
こ
と
が
跋
文
に
附
記
さ
れ
て
い
る
。

　

校
譌
に
明
記
さ
れ
た
校
合
本
は
以
下
の
十
四
本
で
あ
る11
。

大
字
本
（
五
山
版
）

絵
図
本

単
疏
本

雪
窻
本

正
徳
補
刊
本

元
版
注
疏
本

李
元
陽
注
疏
本

閩
本

石
経

阮
元

鄭
樵
（
爾
雅
注
）

翟
灝
（
爾
雅
補
郭
）

邵
晋
涵
（
爾
雅
正
義
）

郝
氏
爾
雅
義
疏

　

こ
の
う
ち
、『
日
暦
』
で
校
書
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

宋
鈔
絵
図
本
・
阮
元
校
勘
記
・
閩
本
で
あ
り
、
文
政
十
三
年
二
月
に
棭
斎

と
校
書
し
た
成
果
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
棭
斎
と
の
関
係

で
言
え
ば
、
前
述
し
た
斯
道
文
庫
蔵
棭
斎
自
筆
書
入
本
『
爾
雅
註
疏
』
は

李
元
陽
刊
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
え
る
棭
斎
の
校
訂
に
は
、
元
刻
注
疏

本
・
昌
平
坂
学
問
所
蔵
元
刊
本
・
単
疏
本
・
雪
牕
本
・
正
徳
本
・
明
刻
経

注
本
・
鄭
樵
注
本
等
、
元
明
の
諸
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
慊

堂
の
校
譌
で
示
さ
れ
た
諸
本
は
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
棭
斎
の
校
訂
と

の
関
係
性
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
跋
文
の
末
尾
に
、
段
玉
裁
や
阮
元
・

郝
懿
行
の
諸
説
は
渡
邊
魯
輔
と
山
井
璞
輔
が
代
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
述

べ
、
そ
の
功
を
讃
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
清
朝
考
証
学
者
の
著
作
の
う
ち
、

特
に
郝
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』
は
比
較
的
新
し
い
成
果
で
は
な
か
ろ
う
か11
。
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加
点
に
つ
い
て
、
慊
堂
は
跋
文
で
、

其
訂
正
異
同
處
、
旁
施
黒
點
、
仍
作
挍
譌
附
末
簡
。
庶
存
是
本
之
舊
、

使
讀
者
兼
知
二
本
之
異
同
也
。

と
述
べ
、
校
合
で
訂
正
し
た
文
字
に
は
傍
点
を
加
え
、
校
譌
を
附
す
こ
と

で
、
底
本
の
原
形
を
保
存
し
、
読
者
が
他
本
と
の
異
同
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
こ
の
方
針
は
縮
刻
石
経
と
同
様
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
上
巻
第
一
張
表
第
七
行
注
の
「
肧
」
に
は
傍
点
が
打
た
れ
て

い
る
【
図
３
】。
そ
し
て
、
校
譌
で
は
「
釋
詁
注
肧
胎
」
と
訂
正
し
た
字

句
を
示
し
、
そ
の
下
に
小
字
双
行
に
て
「
肧
舊
譌
胚
、
今
據
大
字
本
訂
正
。

以
下
凡
經
注
補
正
、
處
不
云
據
某
本
者
皆
同
」
と
す
る
。

　

こ
こ
で
い
う
大
字
本
と
は
、
跋
文
に
「
後
又
得
室
町
氏
時
翻
刻
大
字
本
、

蓋
所
謂
蜀
本
也
」
と
記
さ
れ
、『
訪
古
志
』
に
「
京
師
高
階
氏
藏
」
と
著

録
さ
れ
た
一
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
掲
『
日
暦
』
天
保
三
年
閏
十
一
月

三
十
日
条
の
「
大
字
本
爾
雅
以
下
八
日
所

聞
、
石
川
影
抄
」
が
用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

刊
本
で
は
な
く
石
川
某
に
よ
る
摸
抄
本
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

『
日
暦
』
天
保
四
年
五
月
八
日
条
に
は
、

（
前
略
）
棭
斎
よ
り
書
来
り
、
陶
淵
明
集
影
宋
本
を
借
り
、
ま
た
大

字
本
影
抄
爾
雅
を
致
す
、
山
本
頤
庵
の
本
な
り
。

と
あ
り
、
棭
斎
を
経
由
し
て
山
本
頤
庵
の
摸
抄
大
字
本
を
借
り
て
い
る
。

頤
庵
の
摸
抄
本
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
写
さ
れ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い

が
、
慊
堂
が
校
合
に
用
い
た
本
は
、
こ
う
し
た
摸
抄
本
で
あ
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う11
。

　

伝
存
す
る
覆
蜀
大
字
本
五
山
版
の
刊
本
に
は
、
神
宮
文
庫
旧
蔵
本
が
あ

る
。
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
の
佐
藤
道
生
教
授
の
ご
所
蔵
で
あ
る

が
、
筆
者
は
こ
の
度
、
佐
藤
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
該
本
を
拝
見
す
る
機

会
を
得
た
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
の
詳
細
を
記
す
。

爾
雅
三
卷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
一
册

〔
晉
〕
郭
璞
注　
〔
南
北
朝
〕
刊

栗
皮
色
表
紙
（
二
十
七
・
三
×
二
十
一
・
〇
糎
）、
外
題
な
し
、
右
辺
に

打
付
に
て
「
外
」「
第
十
□
」
と
墨
書
。

序
文
な
し
。

本
文
巻
首
「
爾
雅
上
（
隔
五
格
）
郭
璞
注
／
（
低
二
格
）
釋
詁
第
一
（
隔

二
格
）
釋
言
第
二
／
（
低
二
格
）
釋
訓
第
三
（
隔
二
格
）
釋
親
第
四
／
釋
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詁
第
一
／
初
哉
首
基
肈
祖
元
胎
俶
落
權
輿
始
也
尚
書

曰
三
」

左
右
双
辺
（
二
十
三
・
二
×
十
五
・
八
糎
）、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
十
六
字
、

注
小
字
双
行
（
毎
行
二
十
一
字
）、
稀
に
墨
釘
あ
り
。

版
心
白
口
単
黒
魚
尾
。

尾
題
「
爾
雅
巻
上
（
中
・
下
）」、
巻
下
の
み
一
行
隔
し
て
経
注
字
数
あ
り
。

大
尾
に
「（
低
二
格
）
將
仕
郎
守
國
子
四
門
博
士
臣
李
〈
鶚
〉
書
」
あ
り
。

印
記
書
入
等
な
し
。

　

該
本
の
解
題
は
、
長
澤
規
矩
也
氏
編
著
『
神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題
』

（
神
宮
司
庁
、
一
九
七
三
年
、
二
九
─

三
二
頁
）
に
詳
し
い
。
該
本
は
現

在
郭
璞
の
序
文
を
欠
く
が
、
神
宮
文
庫
所
蔵
時
に
は
郭
璞
の
序
文
を
有
し

て
お
り
、「
興
聖
寺
公用
」・「
秋
月
香
風
／
樓
磯
氏
印
」・「
江
藤
文
庫
」
各

陽
刻
長
方
形
朱
印
記
が
捺
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
尾
に
は
「
欽
賞
」
と

墨
書
さ
れ
、「
古
經
／
堂
」
陰
刻
長
方
形
印
記
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現

在
は
該
当
箇
所
の
料
紙
が
切
り
取
ら
れ
裏
打
修
補
さ
れ
て
い
る11
。

　
『
訪
古
志
』
に
著
録
さ
れ
た
高
階
氏
蔵
本
や
棭
斎
が
摸
抄
さ
せ
た
大
字

本
は
、
現
在
行
方
が
知
れ
な
い
た
め
、
神
宮
文
庫
旧
蔵
本
に
よ
っ
て
上
記

の
校
訂
を
確
認
す
る
と
、
大
字
本
で
は
慊
堂
が
指
摘
し
た
箇
所
を
確
か
に

「
肧
」
に
作
っ
て
い
る
。
な
お
、
崇
蘭
館
本
の
原
刻
と
さ
れ
る
国
家
図
書

館
本
で
は
「
胚
」
に
作
る
。
ま
た
、
巻
上
第
二
張
表
第
十
行
注
「
詩
傳
」

に
つ
い
て
、
校
譌
は
「
詩
譌
左
」
と
し
、「
左
傳
」
に
作
っ
て
い
た
も
の

を
改
め
た
と
す
る
が
、
大
字
本
・
国
家
図
書
館
本
と
も
に
こ
れ
を
「
詩
傳
」

に
作
っ
て
い
る
【
図
５
ａ
、
ｃ
】。
こ
れ
は
、
棭
斎
が
摸
抄
さ
せ
た
崇
蘭

館
本
が
「
左
傳
」
に
作
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
摸
抄
の
際
に
写
し
誤
っ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
残
念
な
が
ら
、
崇
蘭
館
本
も
行
方
知
れ
ず

の
た
め
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い11
。
し
か
し
、
こ
の
校
譌
に

よ
っ
て
摸
抄
本
の
有
り
様
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
斯
道
文
庫
に
は
こ
の
他
に
二
本
の
同
版
本
を
有
し
て
い
る
（
森

氏
書
入
本
〇
九
一
・
ト
一
二
五
・
一
、
安
井
文
庫
二
二
Ⅰ
・
ａ
・
六
）。

森
氏
書
入
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

Ｂ
．慊
堂
手
沢
本
【
図
６
】

爾
雅
三
卷 

附
音
釋
三
卷 

大
一
册

 

（
ハ
〇
九
Ｃ
・
五
─

一
九
・
一
）

〔
晉
〕
郭
璞
注　
〔
松
崎
慊
堂
〕
校

〔
江
戸
後
期
〕
刊
（
江
戸 

松
崎
氏
石
經
山
房
）　

覆
〔
狩
谷
棭
齋
令

摸
抄
宋
本
〕
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松
崎
慊
堂
手
澤

渋
引
表
紙
（
二
十
六
・
五
×
十
九
・
五
糎
）、
外
題
な
し
、
表
紙
裏
に
反

故
を
用
う
（
人
物
図
あ
り
）。

封
面
表
「
景
宋
本
爾
雅
」（
篆
書
）、
裏
「
羽
澤
石
經
山
房
刻
梓
」（
隷
書
）。

郭
璞
「
爾
雅
序
」
あ
り
（
一
張
）。

本
文
巻
首
「
爾
雅
上
／
（
低
八
格
）
郭
璞
注
／
（
低
二
格
）
釋
詁
第
一
（
隔

四
格
）
釋
言
第
二
／
（
低
二
格
）
釋
訓
第
三
（
隔
四
格
）
釋
親
第
四
／
釋

詁
第
一
／
初
哉
首
基
肈
祖
元
胎
俶
落
權
輿
始
也
（
以
下
注
小
字
双
行
）」

左
右
双
辺
（
二
十
一
・
二
×
十
四
・
四
糎
）、
毎
半
葉
十
行
二
十
字
、
注

小
字
双
行
（
行
三
十
字
）、
稀
に
墨
釘
あ
り
、
間
々
傍
線
あ
り
。

版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
下
辺
に
刻
工
名
あ
り
（
Ａ
と
同
じ
）。

尾
題
「
爾
雅
上
（
中
・
下
）」、
四
格
低
し
て
経
注
字
数
あ
り
。

毎
巻
尾
題
後
に
改
張
し
て
「
爾
雅
音
釋
」
あ
り
。

印
記
：
封
面
表
に
四
周
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
濱
野
文
庫
」
楷
書
朱
印
記
、

四
周
双
辺
長
方
形
陽
刻
「
麻
生
文
庫
」
楷
書
朱
印
記
あ
り
、
序
首
に
方
形

陰
刻
「
辛
卯
／
明
復
」
朱
印
記
あ
り
。

　

該
本
は
Ａ
と
同
版
で
あ
る
が
、
Ａ
は
他
本
と
の
異
同
に
傍
点
を
附
す
の

に
対
し
、
該
本
は
傍
線
を
附
す
【
図
４
】。
Ｂ
で
傍
線
が
附
さ
れ
た
箇
所
は
、

Ａ
の
傍
点
の
箇
所
よ
り
も
多
く
、
ま
た
、
傍
線
の
な
い
箇
所
に
も
Ａ
と
Ｂ

の
間
に
は
文
字
の
異
同
が
あ
る
。
以
下
に
巻
上
釈
詁
か
ら
例
を
挙
げ
る
。

校
譌
で
言
及
の
な
い
も
の
に
は
＊
を
付
し
た
。

 

〈
Ａ
〉 

〈
Ｂ
〉

第
一
張
表
第
七
行
注 

「
肧3

」 

「
胚
」

第
一
張
表
第
九
行
本
文 

「
路
」 

「
路
」
＊

第
一
張
裏
第
二
行
注 

「
大
」 

「
夫
」

第
一
張
裏
第
十
行
注 

「
虢
」 

墨
釘
＊

第
二
張
表
第
三
行
注 

「
耆3

」 

「
𦒿
」

第
二
張
表
第
十
行
注 

「
詩3

」 

「
左
」

第
三
張
表
第
三
行
注 

「
卜3

𢌿3

」　　
　
　
　
　
「
卜
𢌿
」

第
三
張
表
第
七
行
本
文 

「
晧
」 

「
皓
」

第
三
張
表
第
九
行
本
文 

「
褘3

」 

「
褘
」11

第
三
張
裏
第
一
行
本
文 

「
燮亶
」

●

 

「
亭爕
」

第
三
張
裏
第
二
行
本
文 

「
拔
」 

「
抜
」
＊

第
三
張
裏
第
四
行
本
文 

「
摟
」 

「
樓
」

第
三
張
裏
第
九
行
本
文 

「
頽3

」 

「
頽
」

第
四
張
表
第
二
行
注 

「
戮3

」 

「
戮
」



─ 102 ─

第
四
張
表
第
四
行
注 

「
多3

」 

「
怠
」

第
四
張
表
第
四
行
注 

「
窳3

」 

「
舶瓤安
」

第
四
張
表
第
五
行
注 

「
者3

」 

「
者
」

同 

「
迨3

」 

「
治
」

第
四
張
表
第
六
行
注 

「
飢
」 

「
飢
」
＊

第
四
張
表
第
八
行
本
文 
「
袛3

」 

「
祇
」

第
四
張
表
第
九
行
本
文 
「
厎3

」 

「
底
」
4

 

※
同
張
第
十
行
注
・
同
裏
第
九
行
注
も
同
様

第
四
張
表
第
十
行
注 

「
烖
」 

墨
釘
＊

第
四
張
裏
第
一
行
注 

「
此
」 

空
格

第
四
張
裏
第
二
行
本
文 

「
肶
」 
「
肶
」
＊

第
四
張
裏
第
三
行
注 

「
忠
」 
「
忠
」
＊

第
四
張
裏
第
四
行
注 

「
訛
」 

「
訛
」
＊

第
四
張
裏
第
五
行
本
文 

「
釗
」 

「
釗
」
＊

第
四
張
裏
第
六
行
本
文 

「
覜
」 

「
覜
」
＊

同 

「
訩3

」 

「
訩
」

第
四
張
裏
第
九
行
注 

「
傳3

」 

「
傳
」

第
五
張
表
第
七
行
注 

「
畏3

」 

「
畏
」

第
五
張
裏
第
一
行
注 

「
忕3

」 

「
𢗗
」

第
五
張
裏
第
七
行
本
文 

「
棲3

」 

「
捿
」

第
六
張
表
第
一
行
本
文 

「
郡3

」 

「
郡
」

第
六
張
表
第
四
行
本
文
並
注 

「
覛3

」 

「
顧
」

第
六
張
表
第
九
行
本
文 

「
使
從

3

3

」 

「
從
使
」

第
六
張
裏
第
一
行
注 

「
縮3

」 

「
緒
」

第
六
張
裏
第
一
行
本
文 

「
簒
」 

「
簒
」
＊

　

上
記
の
う
ち
、
第
二
張
表
第
十
行
注
Ａ
「
詩
」
と
Ｂ
「
左
」
の
異
同
に

つ
い
て
、「
左
」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
慊
堂
が
「
詩
」
に
改

め
た
と
す
る
が
、
原
刻
本
で
あ
る
国
家
図
書
館
本
で
は
「
左
」
で
は
な
く

「
詩
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
【
図
５
ａ
～
ｃ
】。
ま
た
、

第
一
張
裏
第
二
行
注
の
Ａ
「
大
」
と
Ｂ
「
夫
」、
第
四
張
表
第
四
行
注
Ａ

「
多
」
と
Ｂ
「
怠
」、
第
四
張
表
第
四
行
注
の
Ａ
「
窳
」
と
Ｂ
「
舶瓤安
」、
第

四
張
表
第
九
行
本
文
以
下
の
Ａ
「
厎
」
と
Ｂ
「
底
」、
第
四
張
裏
第
一
行

注
の
Ａ
「
此
」
と
Ｂ
の
空
格
、
第
六
張
表
第
四
行
本
文
並
注
の
Ａ
「
覛
」

と
Ｂ
「
顧
」、
第
六
張
表
第
九
行
本
文
の
Ａ
「
使
從
」
と
Ｂ
「
從
使
」
で

も
同
様
に
、
Ａ
と
国
家
図
書
館
本
は
同
じ
文
字
に
作
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、
Ｂ
は
慊
堂
が
校
正
す
る
以
前
の
テ
キ

ス
ト
を
と
ど
め
て
お
り
、
Ａ
の
校
正
刷
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る11
。
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つ
ま
り
、
慊
堂
が
用
い
た
底
本
、
即
ち
棭
斎
摸
抄
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
を

存
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
重
刻
張
の
文
字
の
異
同

や
、
摸
抄
の
際
の
誤
写
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
現
時
点
で
は
確
認
し
得

な
い
が
、
慊
堂
の
校
訂
に
よ
っ
て
、
Ａ
は
よ
り
原
刻
に
近
づ
い
た
。
た
だ

し
、
該
本
に
は
慊
堂
の
蔵
書
印
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
書
入
れ
等
は
見

ら
れ
な
い
。三

、
影
宋
本
爾
雅
と
森
立
之
・
約
之

　

斯
道
文
庫
で
は
、
さ
ら
に
森
立
之
・
約
之
父
子
書
入
の
影
宋
本
『
爾
雅
』

を
蔵
し
て
い
る
【
図
７
】。
最
後
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

爾
雅
三
卷
（
外
題
影
宋
本
爾
雅
）
附
音
釋
三
卷
校
譌
一
卷 
大
一
册

 

（
〇
九
一
・
ト
一
二
五
・
一
）

〔
晉
〕
郭
璞
注　
　

松
崎
〔
慊
堂
〕（
復
）
校

天
保
十
五
年
跋
刊
（
江
戸 

松
崎
氏
石
經
山
房
）　

覆
狩
谷
棭
齋
令
摸

抄
宋
本

森
約
之
・
大
槻
文
彦
・
ホ
ー
レ
ー
・
川
瀬
一
馬
舊
藏

香
色
表
紙
（
二
十
九
・
〇
×
二
十
・
〇
糎
）、
左
肩
刷
題
簽
「
影
宋
本
爾
雅

〈
完
〉」
貼
付
、
改
糸
、
五
針
眼
綴
。

以
下
版
式
は
Ａ
と
同
版
。

書
入
：
全
体
に
墨
筆
に
て
欄
外
及
び
行
間
に
補
注
・
案
語
・
校
注
・
音
注

等
書
入
れ
あ
り
（
森
立
之
及
び
約
之
筆
）。

印
記
：
封
面
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
森
／
氏
」
朱
印
記
、
単
辺
長
方
形
陽
刻

「
森
氏
開
萬
／
冊
府
之
記
」
楷
書
朱
印
記
、
単
辺
長
方
形
陽
刻
「
大

槻
文
彦
藏
」
楷
行
書
朱
印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
寶
玲
文
庫
」
行

書
朱
印
記
あ
り
、
大
尾
に
双
辺
八
角
形
陰
刻
「
一
馬
」
朱
印
記
あ
り
。

　

該
本
に
は
全
体
に
森
立
之
及
び
約
之
父
子
の
書
入
れ
が
あ
り
、
多
く
は

約
之
の
筆
と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
校
注
を
中
心
に
諸
説
の
引
用
や
、
草

木
の
和
名
と
の
同
定
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
う
ち
、
識
語
に
当
た
る

も
の
、
底
本
に
関
す
る
も
の
等
を
以
下
に
抜
き
出
し
た
。

（
ア
）
封
面
裏
（
約
之
墨
筆
）

阮
元
是
説
洵
可
尊
尚
矣
而
今
此
宋
本
悉
与
陸
佃
所
見
本
文
字
相
合
噫

善
美
倶
盡
／
也
但
此
宋
本
釈
草
作
茡
麻
母
与
陸
本
作
荸
麻
母
唯
是
一

異
而
已
茡
荸
何
是
俟
后
／
攷
元
治
甲
子
七
／
月
十
九
日
約
之
／
梫
庭
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書

（
イ
）
序
首
欄
外
（
立
之
朱
筆
）

朱
筆
以
李
鶚
本
校

（
ウ
）
同
所
（
約
之
墨
筆
）

約
之
家
亦
臧
此
翻
刻
宋
本
當
時
松
﨑
翁
親
自
訂
刻
訛
欄
上
朱
字
點
者

也
不
亦
珍
乎
慶
應
戊
辰
秋
月
記

（
エ
）
同
所
「
朱
筆
以
李
鶚
本
校
」
下
（
約
之
墨
筆
）

李
鶚
大
字
本
京
師
高
階
氏
臧
五
山
板
／
江
戸
曲
直
瀬
養
安
院
及
山
本

頤
庵
景
／
摹
五
山
板
而
臧
焉

（
オ
）
巻
上
第
十
五
張
裏
尾
（
約
之
墨
筆
）

家
大
人
曰
宋
板
書
之
末
巻
唯
有
経
注
字
数
者
北
宋
板
也
毎
巻
末
有
之

者
南
宋
板
也
而
此
本
松
崎
跋
曰
此
本
係
北
宋
／
仁
宗
時
刻
板

（
カ
）
巻
上
第
十
八
張
裏
欄
上
（
約
之
墨
筆
）

案
此
音
釈
末
脱
爾
雅
／
音
釋
巻
上
題
名
而
中
／
巻
題
名
亦
脱
音
釋
二

／
字
宋
板
尚
存
李
唐
以
／
上
寫
本
不
定
之
善
躰
／
亦
是
可
尊
矣

（
キ
）
巻
下
第
十
七
張
表
尾
（
立
之
朱
筆
）

癸
未
四
月
九
日
以
李
本
一
校　

立
之

（
ク
）
校
譌
第
五
張
裏
（
約
之
墨
筆
）

案
西
清
尓
疋
之
學
極
盛
而
廑
抱
元
明
諸
本
爲
極
貴
本
邦
有
五
山
翻
刻

五
季
李
鶚
本
次
有
此
北
宋
／
刊
本
豈
〈
不
？
〉
富
宲
典
文
献
足
徴
乎

（
ケ
）
跋
文
第
二
張
表
（
約
之
墨
筆
）

弘
化
丙
午
約
之
十
二
歳
家
／
大
人
往
江
都
購
歸
以
與
約
之
於
此
冊
時

我
家
／
居
相
州
筑
井
縣
數
／
瀬
村
尓
來
日
夜
乎
不
／
釋
此
冊
以
讀
古

醫
経
未
見
荅
恩
之
發
明
／
安
可
不
憤
悱
啟
發
而
／
止
虖

　

該
本
は
ま
ず
医
者
の
森
立
之
・
約
之
父
子
の
手
に
あ
り
、
そ
の
後
、
約

之
の
妻
の
弟
で
あ
る
大
槻
文
彦
に
渡
り
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
や
川
瀬

一
馬
と
い
う
錚
々
た
る
愛
書
家
の
手
を
経
た
一
本
で
あ
る
。

　

約
之
は
、
父
の
立
之
が
該
本
を
入
手
し
た
当
時
に
つ
い
て
、（
ケ
）
で

述
懐
し
て
い
る
。
立
之
は
奔
放
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
天
保
八
年
（
一

八
三
七
）
に
福
山
藩
医
を
免
職
に
な
っ
た
後
は
、
妻
子
と
と
も
に
相
州
で

浪
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
川
瀬
一
馬
氏
「
森
立
之
・
約
之
父
子11
」
に
よ

る
と
、
弘
化
元
年
頃
、
勝
瀬
村
（
旧
津
久
井
郡
、
現
在
の
神
奈
川
県
相
模

原
市
付
近
）
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
。「
相
州
筑
井
縣
數
瀬
村
」
と
は
、

こ
こ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
弘
化
丙
午
（
三
年
、
一
八
四
六
）
の
年
、
立

之
は
江
戸
で
慊
堂
校
刊
影
宋
本
を
購
入
し
、
当
時
十
二
才
の
約
之
に
与
え

た
。
こ
れ
は
、
慊
堂
が
跋
文
を
撰
述
し
た
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の

二
年
後
に
当
た
る
。
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ま
た
、（
ウ
）
で
、

約
之
家
亦
臧
此
翻
刻
宋
本
、
當
時
松
﨑
翁
親
自
訂
刻
訛
欄
上
朱
字
點

者
也
。
不
亦
珍
乎
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
之
が
影
宋
本
を
も
う
一
本
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
慊
堂
自
ら
朱
筆
で
誤
り
を
校
訂
し
た
自
筆
校
本

で
あ
っ
た
と
い
う
。
影
宋
本
の
自
跋
は
天
保
十
五
年
の
春
の
年
記
が
あ
り
、

そ
の
後
に
堀
田
光
長
や
渡
邊･

山
井
へ
の
謝
辞
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。
慊

堂
が
没
し
た
の
は
、
そ
の
夏
の
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。『
日
暦
』
も
同
年

三
月
十
九
日
で
絶
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
影
宋
本
刊
行
後
に
慊

堂
が
自
ら
書
入
れ
る
余
力
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
刻
訛
」
を
訂

正
し
た
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
、
約
之
所
蔵
の
も
う
一
本
は
校
正
刷
の
自

筆
校
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

管
見
の
限
り
、
森
父
子
の
識
語
の
う
ち
年
記
の
あ
る
も
の
は
（
ア
）
約

之
の
「
元
治
甲
子
」（
元
年
、
一
八
六
四
）、（
ウ
）「
慶
應
戊
辰
」（
四
年
、

一
八
六
八
）、（
キ
）
立
之
の
「
癸
未
」
で
あ
る
【
図
９
】。（
キ
）
は
、
冒

頭
の
（
イ
）
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
イ
）
は
、（
ウ
）
と

（
エ
）
を
含
む
約
之
の
書
入
れ
に
取
り
囲
ま
れ
て
お
り
【
図
８
】、
そ
の
位

置
関
係
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
（
ウ
）
よ
り
早
く
書
き
入
れ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、（
キ
）
の
「
癸
未
」
も
慶
応
四
年
以
前
と
推
測
さ
れ

る
。
し
か
し
、
影
宋
本
跋
文
の
天
保
十
五
年
以
降
の
癸
未
の
年
は
明
治
十

六
年
（
一
八
八
三
）
で
あ
り
、
立
之
が
該
本
を
購
入
し
た
弘
化
三
年
以
降
、

慶
応
四
年
以
前
に
癸
未
の
年
は
含
ま
れ
な
い11
。
立
之
の
没
年
は
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
で
あ
る
た
め
、
明
治
十
六
年
に
（
キ
）
を
書
入
れ
た
可

能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、（
キ
）
の
「
以
李
本
一
校
」
と
い
う
識

語
か
ら
は
、（
イ
）
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に

は
思
わ
れ
な
い
。
立
之
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
（
キ
）

の
書
入
れ
時
期
の
確
定
を
保
留
し
た
い
。

　

次
に
校
合
本
に
つ
い
て
見
た
い
。
ま
ず
、（
イ
）
で
明
記
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
字
傍
に
朱
筆
で
記
さ
れ
た
校
注
は
、
立
之
に
よ
る
李
鶚
大
字
本

と
の
校
合
注
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
約
之
は
（
エ
）
で
、

李
鶚
大
字
本
、
京
師
高
階
氏
臧
五
山
板
。
江
戸
曲
直
瀬
養
安
院
及
山

本
頤
庵
景
摹
五
山
板
而
臧
。

と
記
し
、
李
鶚
大
字
本
が
、
即
ち
京
都
高
階
氏
所
蔵
の
覆
蜀
大
字
本
五
山

版
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、『
日
暦
』
天
保
四
年
五
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月
八
日
条
に
慊
堂
が
山
本
頤
庵
か
ら
「
大
字
本
影
抄
爾
雅
」
を
借
り
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、（
エ
）
か
ら
も
頤
庵
が
大
字
本
を
摸
抄
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
曲
直
瀬
家
や
頤
庵
の
他
に
も
、『
訪
古
志
』

の
小
島
尚
絅
補
注
本
で
は
、
大
字
本
の
所
蔵
者
の
項
に
「
寶
素
堂
影
摸
傳

藏
」
と
補
わ
れ
て
お
り11
、
医
学
館
の
学
者
の
間
で
大
字
本
を
摸
抄
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

欄
上
に
墨
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
補
注
の
う
ち
、
立
之
の
筆
に
よ
る
も

の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
約
之
の
書
入
れ
に
先
立
つ
も
の

と
見
ら
れ
る
。
漢
籍
か
ら
の
引
用
に
は
『
文
選
』・
洪
頤
煊
『
読
書
叢
録
』・

『
医
心
方
』・『
芸
文
類
聚
』
が
あ
り
、
日
本
人
は
江
戸
後
期
の
本
草
学
者

で
あ
る
佐
藤
中
陵
（
一
七
六
二
─

一
八
四
八
）
の
説
を
引
い
て
い
る
が
、

大
字
本
以
外
の
『
爾
雅
』
と
の
校
合
は
見
ら
れ
な
い
。

　

約
之
の
書
入
れ
は
非
常
に
多
い
。（
ア
）
と
（
ウ
）
の
間
が
四
年
空
い

て
い
る
こ
と
や
、
書
入
れ
ご
と
の
筆
致
の
違
い
か
ら
、
一
度
に
書
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
回
に
及
ぶ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
引
用
書
は
こ

ち
ら
も
漢
籍
が
中
心
で
あ
り
、『
尚
書
』・『
毛
詩
』
な
ど
の
経
書
か
ら
杜

甫
ま
で
幅
広
い
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
『
説
文
』
や
『
広
韻
』・『
玉
篇
』・

『（
経
典
）
釈
文
』
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
国
書
は
『
和
名
抄
』・『
本
草

和
名
』・
大
田
錦
城
・
佐
藤
一
斎
『
愛
日
楼
詩
』
が
見
え
る
。『
爾
雅
』
関

係
書
で
は
「
郝
疏
」・「
阮
元
爾
雅
校
勘
記
序
」・「
明
人
刊
五
雅
本
」
を
引

く
も
の
の
、
そ
の
頻
度
は
低
い
。
巻
下
の
尾
題
後
に
は
、
嘉
慶
二
十
二
年

の
阮
元
「
経
義
述
聞
序
」、
巻
下
音
釋
後
に
「
清
阮
元
揅
經
室
集
」・「
郝

蘭
皋
戸
部
論
爾
雅
書
」・「
高
郵
宋
定
之
論
爾
雅
書
」
を
転
写
し
て
い
る
。

　

約
之
の
書
入
れ
で
特
徴
的
な
の
は
、
冒
頭
に
「
家
大
人
曰
」
と
し
て
父

立
之
の
説
を
記
す
点
で
あ
る
。
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
例
え
ば
、

上
巻
第
十
張
表
の
書
脳
付
近
に
見
え
る
「
家
大
人
曰
今
閲
左
傳
南
人
多
有

宵
之
言
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
説
や
、（
オ
）
の
よ
う
に
版
本
に
関
す

る
立
之
の
見
解
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
【
図
10
】。（
オ
）
に
は
、

家
大
人
曰
、
宋
板
書
之
末
巻
唯
有
経
注
字
数
者
北
宋
板
也
。
毎
巻
末

有
之
者
南
宋
板
也
。
而
此
本
松
崎
跋
曰
、
此
本
係
北
宋
仁
宗
時
刻
板
。

と
あ
り
、
巻
末
の
経
注
字
数
か
ら
北
宋
版
と
南
宋
版
の
違
い
に
つ
い
て
述

べ
、
慊
堂
が
北
宋
版
と
鑑
定
し
た
底
本
に
南
宋
版
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
底
本
で
あ
る
崇
蘭
館
本
の
刊
行
時
期
を
特
定

す
る
上
で
重
要
な
書
入
れ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
立
之
は
北
宋
版
と
南
宋

版
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
が
編
纂
に
携
わ
っ

た
『
訪
古
志
』
で
は
、
慊
堂
の
鑑
定
を
採
り
「
北
宋
仁
宗
時
刻
本
」「
間



─ 107 ─

有
南
宋
高
宗
時
補
刊
」
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た11
。

　

ま
た
、
約
之
の
書
入
れ
は
校
訂
や
補
注
だ
け
で
な
く
、
封
面
や
下
巻
末

等
に
『
爾
雅
』
の
成
立
や
内
容
に
つ
い
て
、
主
に
清
朝
考
証
学
者
の
解
題

を
引
用
し
、
所
々
案
語
を
附
す
。
本
稿
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
踏
み
込

ま
な
い
が
、（
ク
）
は
約
之
の
主
張
が
表
わ
れ
た
一
文
と
い
え
よ
う
。
約

之
は
、
慊
堂
跋
文
の
首
（
校
譌
第
五
張
裏
）
の
欄
上
に
阮
元
「
爾
雅
校
勘

記
序
」元

搜
訪
舊
本
、
於
唐
石
経
外
、
得
明
呉
元
恭
仿
宋
刻
爾
雅
経
注
三
巻
、

元
槧
雪
窓
書
院
爾
雅
経
注
三
巻
、
宋
槧
爾
雅
邢
疏
未
附
合
経
注
者
十

巻
、
皆
極
可
貴
。

を
引
用
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、

案
西
清
尓
疋
之
學
極
盛
、
而
廑
抱
元
明
諸
本
爲
極
貴
本
。
邦
有
五
山

翻
刻
五
季
李
鶚
本
、
次
有
此
北
宋
刊
本
、
豈
不
富
宲
典
文
献
足
徴
乎
。

　
と
書
入
れ
た
【
図
11
】。
こ
の
一
文
で
約
之
は
、
阮
元
が
「
皆
極
可
貴
」

と
し
た
諸
本
を
「
廑
抱
元
明
諸
本
」
と
し
、
五
山
覆
刻
李
鶚
本
や
、
北
宋

刊
本
と
み
な
し
た
崇
蘭
館
本
と
い
う
日
本
の
蔵
書
が
中
国
に
劣
ら
な
い
こ

と
を
自
負
し
て
い
る
。
森
立
之
の
嗣
子
と
し
て
『
訪
古
志
』
の
編
纂
に
携

わ
り
、
日
本
伝
来
の
貴
重
な
書
物
に
精
通
し
て
い
た
約
之
の
立
場
が
、
こ

の
一
文
か
ら
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
斯
道
文
庫
の
蔵
書
を
中
心
に
、
松
崎
慊
堂
の
『
爾
雅
』
校
訂
及

び
刊
行
に
つ
い
て
述
べ
た
。
棭
斎
が
い
つ
影
宋
本
の
底
本
を
摸
抄
し
た
の

か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
文
政
四
年
に
崇
蘭
館
本
を
摸
抄
し
た
と
し

よ
う
。
す
る
と
、
鈴
木
瑞
枝
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
文
政･

天
保
年
間
の

校
訂
事
業
に
お
い
て
、
影
宋
本
の
基
礎
的
な
校
訂
が
行
わ
れ
た
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
影
宋
本
の
跋
文
に
よ
る
と
、
棭
斎
と
慊
堂
は
こ
れ
を

覆
刻
し
よ
う
と
し
た
が
、
校
合
の
た
め
の
善
本
が
入
手
で
き
ず
、
十
分
な

校
訂
が
不
可
能
だ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
当
時
は
刊
行
が
見
送
ら
れ
た
。
文

政
十
二
年
に
至
っ
て
集
中
的
な
校
訂
が
行
わ
れ
た
の
は
、
宋
鈔
絵
図
本
等
、

校
訂
に
必
要
な
環
境
が
整
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
大
字
本
を

入
手
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
影
宋
本
の
校
勘
が
完
成
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
底
本
と
な
る
影
宋
本
も
、
主
た
る
対
校
本
と
な
っ
た
大
字
本
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も
、
と
も
に
棭
斎
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
慊
堂
自
身
が
「
吾
志
於
復

古
、
得
之
棭
斎
爲
多
」
と
、
狩
谷
棭
斎
の
影
響
に
つ
い
て
評
し
て
い
る
と

お
り
、
校
訂
及
び
刊
行
の
背
景
に
棭
斎
の
影
響
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
慊
堂
だ
け
で
な
く
、
大
字
本
が
山
本
頤
庵
や
曲
直
瀬
家
、
小

島
宝
素
に
よ
っ
て
摸
抄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
棭
斎
が
も
た
ら
す
善

本
が
江
戸
の
学
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
斯
道
文
庫
蔵
影
宋
本
Ｂ
（
ハ
〇
九
Ｃ
・
五
─

一
九
・
一
）

が
そ
の
校
正
刷
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
該
本
に
は
書
入
れ
が
な
く
、

該
本
だ
け
で
は
、
こ
の
版
に
慊
堂
が
ど
の
よ
う
な
校
正
を
加
え
た
の
か
明

ら
か
に
し
得
な
い
。
森
約
之
の
書
入
れ
（
ウ
）
に
よ
れ
ば
、
約
之
は
慊
堂

の
自
筆
校
本
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
現
在
こ

の
慊
堂
自
筆
校
本
を
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
自
筆
校
本
を
参
照
で
き
れ

ば
、
慊
堂
の
影
宋
本
校
訂
の
有
り
様
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
4

1 

浜
野
氏
の
旧
蔵
書
は
、
浜
野
氏
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
に
麻
生
氏
が
購
入
し
、
当
時
九
州
に
あ
っ
た
斯
道
文

庫
へ
寄
託
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
寄

贈
と
な
っ
た
。
入
蔵
の
経
緯
は
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道

文
庫
編
『
斯
道
文
庫
三
十
年
略
史
』（
編
者
、
一
九
九
〇
年
）、
大
沼

晴
暉
「
浜
野
文
庫
善
本
略
解
題
」（
大
沼
晴
暉
・
慶
應
義
塾
大
学
附

属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

浜
野
文
庫
目
録
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2 

慊
堂
の
伝
記
に
は
、
鈴
木
瑞
枝
『
松
崎
慊
堂
―
そ
の
生
涯
と
彼
を
め

ぐ
る
人
び
と
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、
小
宮
厚
・
町
田
三
郎

『
松
崎
慊
堂
・
安
井
息
軒
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

3 

『
慊
堂
全
集
』
巻
一
（
以
下
、『
全
集
』
と
す
る
。
底
本
は
『
松
﨑
慊

堂
全
集
』
全
六
巻
、
冬
至
書
房
、
一
九
八
八
年
に
拠
る
）。

4 

徳
泉
さ
ち
編
『
狩
谷
棭
斎
―
学
業
と
そ
の
人
』（
早
稲
田
大
学
會
津

八
一
記
念
博
物
館
、二
〇
一
七
年
）
所
掲
の
拓
本
（
十
五
─

十
七
頁
）

に
拠
っ
た
。

5 

以
下
、『
日
暦
』
の
引
用
は
、
主
に
山
田
琢
訳
注
『
慊
堂
日
暦
』
全

六
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
─

八
三
）
に
拠
っ
た
。
し
か
し
、
山
田

訳
本
は
底
本
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
原
本
と
比
べ
る
と
、
事
項

の
日
に
ち
が
異
な
る
等
の
誤
脱
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
三

村
清
三
郎
等
編
『
日
本
芸
林
叢
書
』（
十
一
・
十
二
巻
、
六
合
社
、
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一
九
二
九
年
）
所
収
本
に
従
っ
て
修
正
し
た
。

6 
『
全
集
』
巻
十
。

7 

中
根
淑
『
香
亭
雅
談
』
巻
上
「
稲
河
玄
度
號
稲
川
、
住
駿
之
府
中
。

聞
狩
谷
棭
齋
精
說
文
、
介
松
崎
慊
堂
通
姓
名
、
而
未
相
見
也
。
某
年

棭
齋
遊
駿
州
（
中
略
）
乃
招
一
過
客
、
偕
酌
于
酒
亭
。
談
甚
熟
。
棭

齋
問
焉
曰
、
子
何
許
人
。
曰
、
府
中
。
曰
聞
府
中
有
稲
川
居
士
者
、

子
豈
知
之
歟
。
曰
、
知
。
曰
、
其
人
好
字
說
、
信
乎
、
曰
、
然
。
棭

齋
意
頗
動
。
出
亭
行
里
許
、
客
辭
而
去
。
棭
齋
至
府
中
。
經
二
・
三

日
、
訪
稲
河
氏
通
謁
。
閒
焉
主
人
出
。
見
之
則
前
日
所
遇
也
。
棭
齋

驚
喜
、
拊
掌
而
笑
。
由
是
深
交
結
。」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
二
〇
年
）

8 

そ
れ
以
前
に
も
、
文
政
八
年
四
月
二
十
九
日
条
「
説
文
に
、
撃
中
の

声
な
り
、
殳
に
従
い
医
声
」
の
よ
う
に
、『
説
文
』
を
参
照
す
る
記

述
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

9 

慊
堂
の
説
文
会
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
吉
田
篤
志
「
近
世
後
期
の
考

証
学
」（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
近
世
の
精
神
生
活
』
続
群
書

類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
及
び
藤
山
和
子
「
江
戸
後
期
の
考
証

学
者
と
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
注
』」（『
大
妻
比
較
文
化
：
大
妻
女

子
大
学
比
較
文
化
学
部
紀
要
』
第
四
巻
、二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

10 

墨
筆
の
他
、
稀
に
藍
筆
・
朱
筆
の
校
注
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
該

本
の
校
読
は
複
数
回
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

11 

杢
代
英
勝
「
松
崎
慊
堂
に
お
け
る
考
証
学
の
展
開
―
近
世
的
思
惟
の

一
考
察
」（
成
城
学
園
五
十
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
成

城
学
園
五
十
周
年
記
念
論
文
集
（
文
学
）』
成
城
学
園
、一
九
六
七
年
）

及
び
吉
田
篤
志
氏
前
掲
論
文
、
藤
山
和
子
氏
前
掲
論
文
。

12 

斯
道
文
庫
蔵
狩
谷
棭
斎
自
筆
書
入
本
『
爾
雅
註
疏
』（〔
明
嘉
靖
〕
刊

（〔
李
元
陽
〕）、
〇
九
一
・
ト
七
四
・
六
）
の
識
語
に
よ
る
と
、
該
本

の
校
訂
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
五
月
に
「
明
刻
単
注
本
」・

「
経
注
本
」・「
経
典
釈
文
」、
翌
九
年
八
月
及
び
九
月
に
「
鄭
樵
注
本
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
文
政
十
三
年
三
月
に
「
元
刻
注
疏
本
」、
同
年

五
月
に
は
渋
江
抽
斎
と
「
昌
平
學
蔵
槧
」
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
、
校
合
注
に
は
「
単
疏
本
」「
雪
牕
本
」「
正
徳
本
」
の

語
も
見
え
る
。

13 

『
日
暦
』
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
、鈴
木
瑞
枝
「「
慊
堂
日
暦
」

主
要
人
物
索
引
並
び
に
解
説
」（『
安
田
学
園
研
究
紀
要
』
第
二
十
号
、

一
九
八
〇
年
）、
同
「『
慊
堂
日
暦
』
を
中
心
に
し
て
み
た
慊
堂
周
辺

の
人
々
―
続
『
慊
堂
日
暦
』
主
要
人
物
索
引
・
索
引
補
遺
・
並
び
に

解
説
」（『
安
田
学
園
研
究
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
一
九
八
一
年
）
を

参
照
し
た
。
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14 

山
田
訳
本
『
日
暦
』
は
羽
倉
簡
堂
へ
の
伝
言
を
十
日
の
条
に
配
し
て

い
る
が
、
静
嘉
堂
文
庫
の
原
本
及
び
芸
林
叢
書
本
で
は
七
日
の
条
に

あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
も
七
日
と
す
る
。

15 

『
訪
古
志
』
に
は
、
求
古
楼
所
蔵
明
弘
治
間
刊
本
の
他
に
、
昌
平
坂

学
問
所
蔵
明
景
泰
七
年
刊
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

16 

大
聖
寺
は
、
寛
延
三
年
に
祥
雲
寺
香
林
院
の
東
天
和
尚
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
現
在
は
廃
寺
（『
新
修
渋
谷
区
史
』
中
巻
、

東
京
都
渋
谷
区
、
一
九
六
六
年
、
一
二
三
一
─

一
二
三
三
頁
）。『
日

暦
』
に
よ
る
と
、
文
政
十
年
七
月
六
日
、
慊
堂
は
山
梨
稲
川
の
小
祥

の
た
め
、
陰
山
量
平
等
と
大
聖
寺
に
集
ま
り
、
稲
川
の
主
前
で
『
六

書
音
韻
表
』
を
読
み
、
故
人
を
偲
ぶ
会
を
行
っ
た
。
同
年
七
月
十
九

日
と
二
十
九
日
に
も
棭
斎
と
大
聖
寺
で
『
説
文
』
を
読
ん
で
い
る
。

17 

斯
道
文
庫
蔵
『〔
典
籍
開
雕
意
見
〕』
稿
本
（
ハ
〇
九
Ｃ
・
一
─

二
二
・

一
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
も
し
此
度
此
五
經
を
官
版
に
被
仰

付
候
ハ
ゝ
愚
案
に
は
易
書
春
秋
三
經
ハ
單
疏
を
刻
候
事
尤
宜
敷
候
得

と
も
足
利
氏
の
時
刻
板
及
活
字
本
之
經
註
を
主
と
し
單
疏
掲
所
之
起

止
に
よ
り
經
註
を
下
に
編
入
す
れ
ハ
此
我
朝
ノ
正
義
會
本
な
り
。」

18 

具
体
的
な
書
目
は
『〔
典
籍
開
雕
意
見
〕』
及
び
安
井
小
太
郎
「
慊
堂

の
漢
籍
翻
刻
に
関
す
る
意
見
」（『
斯
文
』
第
一
編
第
二
号
、
一
九
一

九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

19 

こ
れ
と
同
様
の
文
が
「
校
勘
例
」
と
し
て
『
日
暦
』
天
保
五
年
八
月

二
十
二
日
条
に
見
え
る
。
ま
た
、
同
年
九
月
十
一
日
条
に
「
石
経
校

勘
例　

八
月
二
十
二
日　

今
補
」
こ
れ
を
補
う
文
を
記
し
て
い
る
。

20 

『
日
暦
』
天
保
五
年
八
月
二
十
二
日
条
に
各
書
の
校
勘
に
用
い
た
本

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、『
爾
雅
』
の
校
勘
に
は
宋

版
が
用
い
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
慊
堂
が
用
い

た
可
能
性
の
あ
る
宋
版
に
は
、
影
宋
本
の
底
本
と
な
っ
た
崇
蘭
館
本

あ
る
い
は
蜀
大
字
本
の
両
方
が
考
え
ら
れ
る
。

21 

吉
田
氏
前
掲
論
文
。

22 

『
鉤
摹
石
本
九
経
字
様
』（
内
閣
文
庫
、
経
二
十
三
─

一
）
の
末
尾
に

附
さ
れ
た
自
跋
は
「
天
保
十
五
年
夏
月
」
の
年
記
が
あ
る
（
斯
道
文

庫
本
は
こ
の
跋
文
を
欠
く
）。
慊
堂
は
こ
の
年
の
四
月
に
没
し
て
お

り
、
ま
さ
に
そ
の
死
の
直
前
の
跋
文
で
あ
る
。

23 

中
華
再
造
善
本
工
程
編
纂
出
版
委
員
会
編
著
『
中
華
再
造
善
本
總
目

提
要
』
唐
宋
編
、
中
国
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
一

二
─

一
一
四
頁
。

24 
国
家
図
書
館
本
で
は
、
高
宗
の
嫌
名
の
一
つ
で
あ
る
「
彀
」
を
闕
く

の
に
対
し
、
影
宋
本
は
避
け
て
い
な
い
。
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25 
た
だ
し
、
国
家
図
書
館
本
で
も
「
溝
」・「
購
」
は
避
け
て
い
な
い
。

26 
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第

一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
。

27 

『
新
修
本
草
』
の
経
緯
に
つ
い
て
は
森
鹿
三
氏
「
新
修
本
草
と
小
島

寶
素
」（
同
『
本
草
学
研
究
』
杏
雨
書
屋
、
一
九
九
九
年
）。
梅
谷
文

夫
氏
は
文
政
四
年
の
西
遊
に
お
い
て
『
新
修
本
草
』
を
摸
抄
し
た
と

す
る
（
同
『
狩
谷
棭
斎
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

28 

『
日
暦
』
天
保
三
年
十
二
月
八
日
に
「
晴
。
飯
後
に
荘
に
帰
る
。
村

山
来
り
、
棭
翁
来
る
。
対
酌
し
て
京
報
を
聞
く
こ
と
最
も
詳
し
」
と

あ
る
。

29 

斯
道
文
庫
所
蔵
棭
斎
書
入
『
考
古
小
録
』（
ハ
〇
九
・
四
─

八
〇
・
二
）

書
画
二
十
五
に
「
福
井
丹
波
守
蔵 

文
政
四
年
四
月
観
」
と
の
書
入

れ
が
あ
る
。

30 

鈴
木
氏
前
掲
書
、
二
八
五
頁
。

31 

『
爾
雅
』
以
外
に
は
、
段
玉
裁
注
『
説
文
』・『
経
典
釈
文
』・『
一
切

経
音
義
』・『
集
韻
』・『
広
韻
』・『
群
経
音
辨
』
の
他
、
臧
琳
や
袁
廷

梼
・
厳
傑
と
い
う
清
朝
考
証
学
者
の
成
果
を
参
照
し
て
い
る
。

32 

郝
懿
行
の
『
爾
雅
義
疏
』
は
、
校
譌
に
「
近
日
西
舶
載
來
」
と
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
当
時
新
し
く
将
来
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。『
爾
雅
義
疏
』
は
、
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
に
『
皇

清
経
解
』
所
収
本
が
刊
行
さ
れ
た
。『
日
暦
』
に
は
、
天
保
六
年
九

月
六
日
に
「
す
な
わ
ち
経
解
中
の
校
勘
記
二
冊
・
爾
雅
義
疏
二
冊
・

叢
鈔
一
冊
を
取
り
、
長
塩
宗
泉
を
よ
ぎ
れ
ば
、
姻
事
は
す
で
に
結
べ

り
」
と
あ
る
。
ま
た
、天
保
八
年
正
月
二
十
一
日
に
「
弘
斎
に
陶
集
、

小
島
に
礼
記
・
爾
雅
義
疏
お
よ
び
彼
の
校
本
」
と
あ
り
、
同
年
同
月

二
十
四
日
に「
小
島　

石
経
礼
記〈
古
本
礼
記
を
借
る
〉　

爾
雅
義
疏
」

と
あ
る
。

33 

こ
の
他
、『
日
暦
』
の
蜀
大
字
本
に
関
す
る
記
述
は
、
天
保
十
一
年

四
月
十
日
に
「
今
の
三
角
氏
所
蔵
の
大
字
本
爾
雅
は
、
蓋
し
南
宋
時

に
北
宋
蜀
本
を
覆
刻
す
」
と
あ
る
。
山
田
訳
本
は
こ
の
一
節
を
同
年

四
月
末
日
に
配
す
。

34 

神
宮
文
庫
本
は
古
典
研
究
会
に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
て
お
り
（
長
澤
規

矩
也
解
題
『
神
宮
文
庫
蔵　

爾
雅
』
古
典
研
究
会
叢
書
別
刊
第
一
、

古
典
研
究
會
、
一
九
七
三
年
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
序
文
や
蔵
書
印
が

確
認
で
き
る
が
、大
尾
の
「
古
經
／
堂
」
の
印
記
は
映
っ
て
い
な
い
。

35 
国
会
図
書
館
蔵
稿
本
『
訪
古
志
』（
一
四
三
─

二
〇
、
森
立
之･

約

之
補
注
本
、
寺
田
望
南
旧
蔵
）
に
は
「
靜
莭
山
房
蔵
」
と
追
記
さ
れ

て
お
り
、
寺
田
望
南
（
一
八
四
九
─

一
九
二
九
）
が
所
蔵
し
て
い
た
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

36 
「
褘
」
は
校
譌
に
「
説
文
从
衣
之
褘
、無
从
示
之
禕
。
此
本
从
衣
不
誤
、

大
字
本
从
示
非
」
と
い
う
。
し
か
し
、
神
宮
文
庫
旧
蔵
大
字
本
で
は

こ
こ
を
衣
偏
の
「
褘
」
に
作
っ
て
お
り
、
慊
堂
が
校
合
に
用
い
た
本

と
異
同
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
後
述
す
る
斯
道
文
庫
蔵
森

氏
書
入
れ
本
は
大
字
本
に
よ
っ
て
慊
堂
影
宋
本
を
再
校
訂
し
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は
異
同
を
書
き
入
れ
て
い
な
い
。

37 

前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
浜
野
文
庫
目
録
』

で
は
、
該
本
を
「
覆
宋
修
刻
本
」
と
す
る
。

38 

川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』
講
談
社
、
一
九
七
一
年
、
七
九

〇
頁
。

39 

約
之
は
、立
之
よ
り
早
く
明
治
四
年
（
一
九
七
一
）
に
没
し
て
い
る
。

40 

長
澤
規
矩
也「「
経
籍
訪
古
志
」考
」（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』第
二
巻
、

汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）。

41 

覆
蜀
大
字
本
五
山
版
に
は
、
巻
下
に
の
み
経
注
字
数
が
刻
ま
れ
て
い

る
。『
訪
古
志
』は
京
師
高
階
氏
蔵
本
に
つ
い
て
、大
尾
識
語
の「
李
鶚
」

を
後
唐
の
明
宗
の
命
に
よ
り
五
経
を
書
い
た
「
李
鍔
」
と
同
一
人
物

と
し
、
該
本
の
底
本
は
、
こ
の
李
本
を
北
宋
時
に
覆
刻
し
た
も
の
で

あ
り
、「
李
鶚
」
の
識
語
は
後
蜀
本
の
面
目
を
遺
す
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
五
山
版
の
底
本
あ
る
い
は
そ
の
同
種
本
と
見
ら
れ
る
刊

本
が
、
現
在
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
林
柏
亭
主
編

『
大
観
―
宋
版
図
書
特
展
』（
台
北
：
国
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇
〇
六

年
）
の
解
題
で
は
、
故
宮
本
を
南
宋
国
子
監
刊
と
し
、
北
宋
監
本
の

覆
刻
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

［
謝
辞
］

　
　

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
文
学
部
の
佐
藤
道
生
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
り

貴
重
な
南
北
朝
刊
『
爾
雅
』
を
拝
見
す
る
こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。
突

然
の
お
願
い
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
先
生
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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【
図
１
】
影
宋
本
Ａ
（
斯
道
文
庫
ハ
〇
九
Ｃ
・
七
─

四･

一
）
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【
図
２
】
影
宋
本
爾
雅
校
譌
草
稿
（
斯
道
文
庫
ハ
〇
九
Ｃ
・
一
─

二
一
・
一
）
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【
図
３
】
影
宋
本
Ａ
巻
上
第
一
張
表
第
七
行
注
「
肧
」
傍
点

【
図
４
】
影
宋
本
Ｂ
（
ハ
〇
九
Ｃ
・
五
─

一
九
・
一
）

巻
上
第
一
張
裏
第
二
行
注
「
夫
」
傍
線

【
図
５
ａ
】
影
宋
本
Ａ
巻
上
第
二
張
表
第
十
行
注
「
詩
傳
」

【
図
５
ｂ
】
影
宋
本
Ｂ
同
所
「
左
傳
」

【
図
５
ｃ
】
国
家
図
書
館
本
（
中
華
再
造
善
本
所
収
）
同
所
「
詩
傳
」
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【
図
６
】
影
宋
本
Ｂ
巻
首
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【
図
７
】
森
氏
書
入
本
（
〇
九
一
・
ト
一
二
五
・
一
）
巻
首
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【
図
８
】
森
氏
書
入
（
イ
）（
ウ
）（
エ
）

【
図
９
】
立
之
書
入
（
キ
）
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【
図
10
】
約
之
書
入
（
オ
）

【
図
11
】
約
之
書
入
（
ク
）




